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改訂

初版、2013年05月

Microfuge 20シ リ ーズ、対応、バージ ョ ンB30167AA

AB 版、2014年12月
変更ま たは追加：第1章, 本装置で使用で き る ロ ー タ; 第1章, エ ラ ー メ ッ セージ一覧.

AC版、2016年01月
以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た：CE マー ク , 第4章, 交換部品.

AD版、2016年04月
以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た：改訂, オース ト ラ リ アEMC コ ンプ ラ イ ア ン ス の ラ ベル.

AE版、2016年12月
以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た：Microfuge 20R冷却式モデルの仕様.

AF版、2022 年 11 月
以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た：英国適合性評価済マー ク .

本文書は最新の一覧 ソ フ ト ウ ェ アお よびその上位バージ ョ ンに適用 し ます。 ソ フ ト ウ ェ アのバー
ジ ョ ンが更新 さ れた場合は本文書の情報 も 変更 さ れ、新 し い版が Beckman Coulter の Web サ イ ト に
リ リ ース さ れます。 表示事項の更新については、www.beckman.com/techdocs を ご覧いただ き 装置
の本取扱説明書ま たはシ ス テ ムヘルプの最新版を ダ ウ ン ロー ド し て く だ さ い。
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安全性に関する注意事項

取扱説明書を全て読み、装置を実際に操作す る前にBeckman Coulterに よ り 訓練を受け

た担当者に相談 し て く だ さ い。すべての説明を熟読する ま で、一切の操作を行なわな

いで く だ さ い。製品の ラ ベル表示を遵守 し 、製造元の推奨事項に従っ て く だ さ い。適

切な処置が不明な場合は、Beckman Coulterま でお問い合わせ く だ さ い。

危険、警告、注意、重要、注の各事項に関する本書での表示

危険

「危険」は、実際に発生する と 致死や重度の傷害を招 く 可能性の高い危険な
状況を示 し ます。 

警告

「警告」は、実際に発生する と 致死や重度の傷害を招 く 可能性のある潜在的
に危険な状況を示 し ます。

注意

「注意」は、実際に発生する と 軽度または中度の傷害を招 く 可能性のある潜
在的に危険な状況を示 し ます。安全でない使用方法に対する警告 と し て使わ
れる こ と も あ り ます。 

重要「重要」は、実行される ステ ッ プや手順に付加価値を も た ら すよ う な コ メ ン ト に使われま
す。「重要」に記載されたア ド バイ スに従 う と、装置の性能やプ ロ セスに と っ て有益 と な り
ます。

注 「注」は、本装置の設置、使用、修理において守るべき重要な情報を示 し ます。

取り付けおよび保守における安全上の注意

本遠心機は ロ ー タ を含めずに13 kg/28.6 lb (非冷却モデル)、ま たは ロ ー タ を含めずに
32 kg/70.5 lb (冷却モデル)の重量があ り ます。本遠心機を持ち上げた り 移動 さ せた り す
る場合は必ず、他の人の助力を得て行っ て く だ さ い。

こ の装置のいずれかのカバー取 り 外 し が必要な整備作業は部品の露出を伴い、感電や
傷害の リ ス ク が生 じ ます。電源ス イ ッ チが切 ら れ、 コ ンセン ト か ら 電源プ ラ グ を抜 く
こ と で装置が主電源か ら 切断 さ れてい る こ と を確認 し た う えで、有資格の担当者に整
備作業を依頼 し て く だ さ い。

遠心機のどの部品 も 、本装置用 と 指定 さ れていない も の と は交換 し ないで く だ さ い。
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安全性に関する注意事項
電気安全性  
電気安全性

感電の危険性を低減する ため、本装置は三線式の電源コー ド と 3Pプ ラ グに よ っ て接続、
接地 さ れます。 こ の安全機能を保持す る には以下の点に注意 し て く だ さ い。

 • 壁コ ンセ ン ト が正 し く 配線 さ れ接地処理 さ れてい る こ と を確認 し ます。線間電圧
が、本装置に貼付 さ れた銘板の示す電源電圧に一致する こ と を確かめ ます。

 • 三線を二線に変換する アダプ タ の使用は厳禁です。

 • 二線の延長 コー ド や、接地処理 さ れてお ら ず複数の二線コ ン セン ト の付いた延長
コー ド な どは絶対に使用 し ないで く だ さ い。

 • チ ャ ンバー ド アの上や近 く に液体の入っ た容器を置かないで く だ さ い。液体が こ
ぼれ る と 装置内に侵入 し 、電気系統ま たは機械部位の コ ン ポーネン ト を損傷する
可能性があ り ます。

 • 電源シ ス テ ムでの作業は有資格の電気技師が実施す る必要があ り ます。

 • ユニ ッ ト の電気系統は定期的に点検し て く だ さ い。ケーブルの緩みや焼けな ど の
欠陥は、直ちに修理する 必要があ り ます。

火災に対する注意

本機は、可燃性ま たは爆発性の蒸気を発生す る よ う な物質を使用する よ う に設計さ れ
てい ません。 こ の種の材料( ク ロ ロフォルムやエチルアル コールな ど)は、 こ の遠心機で
遠心分離を行 う こ と も 、本遠心機周囲30 cm (12 イ ンチ)幅の ク リ ア ラ ン ス内で取 り扱っ
た り 保管し た り す る こ と も で き ません。本遠心機は危険区域内で使用 し ないで く だ さ
い。

機械面に関する安全性

本装置を安全に使用する ため、以下の点に留意 し て く だ さ い。

 • 本遠心機での使用に対応 し て設計さ れた ロー タ や付属品のみを使用 し ます。

 • 本遠心機を ス ター ト さ せ る前に、 ロー タ の タ イ ダウン用ねじ が確実に締ま っ てい
る こ と を確認 し て く だ さ い。

 • 使用中に ロ ー タ が最高定格速度を超えない よ う に注意 し ます。

 • ロー タ を手で減速し た り 、停止さ せる よ う な操作は絶対に行わない く だ さ い。

 • ロー タ の回転中に ド アの イ ン タ ー ロ ッ ク シ ス テ ム を無効にする操作は絶対に行わ
ないで く だ さ い。

 • 遠心機の稼働中は、本遠心機の全周囲に30 cm (12 イ ンチ)幅の ク リ ア ラ ン ス空間を
維持 し て く だ さ い。運転中、オペレー タ ーは装置の制御を調整す る目的以外で、
ク リ ア ラ ン ス内部に立ち入 ら ない よ う に し て く だ さ い。 

 • 本遠心機の全周囲を取 り巻く 30 cm (12 イ ンチ)幅の内部に、いかな る引火性物質も 絶
対に持ち込ま ないで く だ さ い。 

 • ロー タ を取付けない状態では、絶対に本装置を運転し ないで く だ さ い。
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安全性に関する注意事項

化学薬品および生物製剤に関する安全性  
 • 本装置の外ケース が損傷を受けた ら 装置の使用は中止し て く だ さ い。
Beckman Coulter現地サービス ま でご連絡く だ さ い(米国内: 800-742-2345、米国以外: 最
寄のBeckman Coulterオフ ィ ス ま で連絡する か ま たはwww.beckmancoulter.comをご覧
く だ さ い)。

化学薬品および生物製剤に関する安全性

通常の使用では、病原性、毒性、ま たは放射性の溶液やサンプルを扱 う 可能性があ り
ます。必要なすべての安全性対策が取れ ら ない限り 、その よ う な材料は こ の装置で使
用 し ないで く だ さ い。

 • 使用前に元の溶液の容器に記述さ れてい る注意事項を読み、すべて を厳守し て く
だ さ い。

 • 体液は疾病の感染につなが る ので細心の注意を も っ て扱っ て く だ さ い。体液に微
生物が含まれない こ と を確実に保証で き る試験は現時点ではあ り ません。B型お よ
びC型肝炎、HIV (I-V)、非定型抗酸菌、全身性真菌症な ど感染力の特に強い病原菌
の場合、大気中浮遊粒子に対す る保護を さ ら に強化する必要があ り ます。他の感
染性のサンプルは、施設の適切な手順と方法に従っ て取 り扱い、疾病の蔓延を回
避し て く だ さ い。サンプルが こ ぼれ る と 、粒子や噴霧を生 じ る 可能性があ る ので、
粒子や噴霧の汚染に対す る予防措置 も 実施 し て く だ さ い。適切な予防措置に よ っ
て安全性を確保 し ない限り 、本遠心機で毒性、病原性、放射性の物質を遠心分離
し てはな り ません。 リ ス ク群2物質（世界保健機構研究所生物安全マニ ュ アルで認
定 Laboratory Biosafety Manual）を扱 う 場合は生物安全性封じ込めを使用 し て く だ さ
い。 よ り高いグループの材料は さ ら に一段高い保護を必要 と し ます。

 • すべての溶液廃棄は、環境衛生お よび安全性に関す る適切な指針に従っ て処理 し
て く だ さ い。

 • 危険な化学反応を起こ し 得る物質を本装置にかけないで く だ さ い。

Beckman Coulterにサービ ス を依頼する 前に、操作者の責任において本遠心機お よ び付

属品の汚染除去作業を実行 し て く だ さ い。
B30167AF   vii
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はじめに

認証

Beckman Coulter Microfuge 20シ リ ーズ遠心機はISO 9001:2008ま たはISO 13485:2003の認証を
保持する施設で製造さ れてい ます。 こ れ ら の遠心機は(Beckman Coulter製ロ ー タ と併せ
て使用 し た場合)、試験研究用の電気機器に対す る規制当局の安全要求事項に適合 し て
設計さ れ試験さ れてい ます。製品の適合宣言お よび合格証については
www.beckmancoulter.comをご覧 く だ さ い。

マニュアルの範囲

本書は、Beckman Coulter Microfuge 20シ リ ーズ遠心機 とその機能、仕様、操作、オペ
レー タ ーに よ る定期的な手入れ と 保守に関し て説明し ます。遠心機の操作や装置の保
守を行 う前に、本書をすべてお読みにな る こ と をお勧め し ます（特に安全性に関す る
注意事項な ど安全性に関連し た情報は必読です）。 

次の導入部には、装置の仕様 と共に、遠心機の性能を最大限に発揮さ せる ために必要
な設置スペース上、電気的、お よび温度の条件が記載さ れてい ます。使用可能な ロ ー
タ の リ ス ト も 含まれます。

 • 第1章, 説明 遠心機、その操作部 と イ ン ジケー タ 、お よびシ ス テ ム仕様について、
構造と 機能を手短に説明し てい ます。

 • 第2章, 操作 遠心機の操作手順を説明し てい ます。

 • 第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ 診断 メ ッ セージ と 、考え ら れ るその他の不具合を
列記し 、併せて想定で き る原因と推奨で き る 対処法について も記載し てい ます。

 • 第4章, 手入れ と 保守 操作者に よ る 定期的な手入れ と 保守について説明する と と も
に、消耗品 と 交換部品の一覧を提供し ます。

 • 付録A, 設置 遠心分離器の設置 と 接続の手順について説明し ます。

注 本書で指定された方法以外で本装置を使用する と、安全性 と性能が損なわれる可能性があ
り ます。また、Beckman Coulterの推奨する機器以外 との併用については、安全性が確認 さ
れていません。本書や該当する ロータの取扱説明書において推奨 されている機器以外のも
のを使用する場合、ひ と えにユーザーが全責任を負 う ものと し ます。

表記規則

製品の ラベルでは、安全性な ど特に重要な情報を強調する ためにい くつかの記号が使
用 さ れてい ます。 こ れ ら の国際シ ンボルマー ク は、装置表面に も表示 さ れ、マニュア
ル裏表紙の内側に も記載さ れてい ます。
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はじめに
CFC を使用し ていない遠心分離  
表記規則

本書では、キーやディ ス プレイ な ど ユーザイ ン ターフェイ ス の コ ン ポーネ ン ト名を、
以下の表記規則に よ っ て区別し てい ます。

 • キー名(OPEN(開ける)やSTART(スタート)な ど)お よび表示名(TEMP°C(温度℃)やSPEED(速度
)な ど)が太字で表示 さ れます。

 • カー ソ ルキーは、パラ メ ー タ の設定において増分値を増減する ために用い ら れ、
上向き と 下向き の矢印(sま たはt)で示 さ れます。

CFCを使用していない遠心分離

Microfuge 20シ リ ーズ遠心機の製造と操作においては、環境の影響を最小限に押さ え る
ため、CFCは使用 さ れません。

シンボルおよびラベル

本セ ク シ ョ ンではMicrofuge 20の装置外装ケース に表示 さ れた ラベルお よびシ ンボル
マー ク の幾つかについて説明し ます。 こ れ ら の ラベル と シ ンボルマー ク はユーザーが
実施で き る手順に関係し てい る 場合があ り ます。本マニュアル中、特定の手順に関わ
るそれぞれの危険要因は こ れ ら の ラベルお よびシ ンボルマー ク に表現さ れ る 場合があ
り 、同時に当該作業の手順における警告ま たは注意に含まれてい ます。

バイ オハザー ド

こ の、「注意」シ ンボルマー ク は、患者の検体汚染の可能性に よ る バ イオハザー ド の リ
ス ク を示 し てい ます。

「注意」シ ンボルマーク

こ のシ ンボルマー ク は注意を促す メ ッ セージで、当該注意事項を定義する説明ま たは
他のシ ンボルマー ク の横に表示 さ れます。
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はじめに

シンボルおよびラ ベル  
高電圧の危険

こ のシ ンボルは、高電圧の存在、ま たはその区域で作業をする場合に感電の危険性が
あ る こ と を示 し ます。通電中のむき出 し で危険な部品 と の接触に よ っ て感電の危険性
があ る よ う な何ら かの コ ン ポーネ ン ト の操作、交換、あ る いは整備は、
Beckman Coulter のサービス技師以外には実施す る こ と はで き ません。

保安用接地

こ のシ ンボルマー ク は保安用接地を示すために使用 さ れます。本装置は正 し く 接地す
る必要があ り ます。いかな る環境において も 、正 し く 接地する こ と な く 本装置を使用
し ないで く だ さ い。

リ サイ クルに関する ラ ベル

こ のシ ンボルは電子電気機器の廃棄に関する欧州連合(EU)指令に準拠す る必要があ る
こ と を示す も のです。 こ のシ ンボル表示は製品が以下であ る こ と を示 し ます：

 • 2005年8月13日以降に欧州市場に投入 さ れた も のであ り 、

 • 欧州連合の加盟国地域の廃棄物回収シ ス テ ムに よ る廃棄はで き ない も の と し ます。

電気装置の正 し い脱汚染処理や安全な廃棄方法について、お客様が全ての法律を理解
し従 う こ と が非常に大切です。お使いのBeckman Coulter製品に こ の ラベルがついてい
る場合、デバ イ ス の適切な収集、取 り扱い、回収、 リサイ ク ル、お よび安全な処分を
行 う引き取 り プ ロ グ ラ ムに関し て、取扱店ま たは最寄り のBeckman Coulter営業所ま で
ご相談く だ さ い。

A28219-AA
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はじめに
シンボルおよびラ ベル  
火災 リ ス クの警告

ヒ ューズ を交換す る前に、電源を遮断 し て電源コー ド を切断 し て く だ さ い。 こ れを怠
る と 感電お よび/ま たは装置の損傷を起こ す恐れがあ り ます。ヒ ューズは承認 さ れた タ
イ プで定格交換ヒ ューズ と 交換 し て く だ さ い。

感電の警告

電子コ ンポーネ ン ト と の接触が生 じ る 可能性のあ る操作、交換、あ る いは整備は感電
事故につなが恐れがあ り 、Beckman Coulter のサービス技師以外は実施する こ と はで き
ません。

ロー タ の回転

こ れは ロー タ の回転方向を示 し ます。

中国RoHS注意ラ ベル

こ の ラベルお よび材料の宣言表(Table of Hazardous Substance’s Name and Concentration)は中
華人民共和国電子産業規格 SJ/T11364-2006 「電子情報製品汚染防止標識」要件に適合す
る ための も のです。
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はじめに

シンボルおよびラ ベル  
こ の ロゴマー ク の意味す る と ころは、 こ の電子情報機器は何ら かの有毒ま たは危険物
質を含有 し 、その環境保護使用期間中は安全に使用する こ と がで き る と い う こ と です。
ロゴの中央の数字は当該製品の環境保護使用期間を示 し ます。外側の円は、製品の再
生利用が可能であ る こ と を表し ます。 こ の ロゴは、製品の環境保護使用期限が過ぎた
ら 、直ちに製品を リサイ ク ルす る必要があ る と い う 意味で も あ り ます。 ラベルの日付
は、製造日を表し ます。 

オース ト ラ リ アEMCコ ン プ ラ イ ア ン スのラ ベル

The RCMマー ク はAustralian Communication Media Authority (ACMA) EMC要求事項に準拠す
る製品への使用を意図し てい ます。

TUV-GSラ ベル

GSシールは、製品が国立の試験セン タ ーで検査さ れた こ と 、お よび製造施設が初期時
点お よび現時点で検査を受けてい る こ と を示 し ます。 こ れ ら のハイ ス タ ン ダー ド に適
合す る企業のみが、GSシールを、CEシールま たはCEラベルの横に貼付する こ と を許可
さ れます。

CE マーク

“CE”マー ク は製品がマーケッ ト に上市さ れ る前に評価 さ れてお り 、欧州連合の安全、
健康お よび/ま たは環境保護要件に適合 し てい る こ と を示 し ます。
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はじめに
シンボルおよびラ ベル  
英国適合性評価済マーク

「UKCA」マー ク は、製品が英国で上市さ れ る前に評価を受け、英国の安全性、健康お
よび/ま たは環境保護要件に適合 し てい る こ と を示 し ます。

Consult IFUラ ベル

こ の ラベルは、使用法(Instructions for Use)についての詳細情報を問い合わせる必要があ
る こ と を示 し てい ます。

TUV-NRTLラ ベル

こ の ラベルは国家認定試験機関(NRTL)に よ っ て機器が該当す る製品安全基準に適合 し
てい る も の と 認定 さ れた事を示 し てい ます。
B30167AF   xxii



第1章

説明

はじめに

本章ではBeckman Coulter Microfuge 20シ リ ーズ遠心機の構造的お よび機能的な特長を手
短に説明 し ます。制御装置お よ び イ ン ジ ケー タ 類についての説明 も 行い ます。 こ れ ら
の使用方法については第2章, 操作に説明があ り ます。本マニ ュ アル中に掲げ ら れてい
る各種材料の化学的適合性についてはChemical Resistances (耐化学薬品性) (出版物IN-175)
に記載 さ れてい ます。 ロ ー タ についての説明は、該当する ロ ー タ のマニ ュ アルを参照
し て く だ さ い。

遠心機の機能および安全上の特徴

遠心機の機能

図 1.1  Microfuge 20 (A) および Microfuge 20R (B) の前面図

1. ド ア

2. デ ィ スプ レ イ

3. 緊急時 ド ア解放
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説明
遠心機の機能および安全上の特徴  
図 1.2  Microfuge 20R (A) および Microfuge 20 (B) の背面図

Beckman Coulter Microfuge 20 シ リ ーズのベンチ ト ッ プ遠心機は、多方面の用途で要求さ
れ る 遠心力を発生 し ます。 こ の遠心機に特に対応 し て設計さ れたBeckman Coulter製
ロー タ を併用する こ と で、本装置は次の よ う な各種用途に対応 し ます：

 • 一般的なキッ ト お よびカ ラ ム を使用す る核酸の調製お よびタ ンパク質の調製。

 • サンプル調製、ペレッ ト 生成、抽出、精製、濃縮、相分離、お よび受容体結合な
ど のルーチン処理。

 • タ ンパク質沈澱物、微細粒子、お よび細胞残屑の急速沈澱。

本機はマ イ ク ロ プ ロ セ ッサーで制御さ れ、対話式操作を提供し ます。本装置の設計に
はブラ シレス三相駆動シ ス テ ム を採用 し 、加速率/減速率の選択が可能です。冷却モデ
ルには、 さ ら に温度制御シ ス テ ムが備わっ てい ます。

各種モデル

Microfuge 20シ リ ーズ遠心機は冷却 と 非冷却の両方のモデルが用意 さ れてい ます。両モ
デルの操作上の違いについては、Microfuge 20非冷却モデルの仕様ま たはMicrofuge 20R
冷却式モデルの仕様を参照し て く だ さ い。特に説明がない限り 、本マニュアルの記述
内容は両モデルに共通し てい ます。 

1. 電源ス イ ッ チ

2. 電源入力
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説明

シ ャーシ  1
安全機能

Microfuge 20 seriesシ リ ーズ遠心機は、海抜2,000 m（6,562フ ィー ト）以下の屋内環境にお
いて安全に稼動す る よ う設計さ れ、その安全性が試験で確認 さ れてい ます。

次の よ う な装置の安全機能を備えてい ます。

 • オペレー タ ーが回転中の ロ ー タ に接触する こ と を防止する ための電気機械式 ド ア
ロ ッ ク 機構。 ド ア を閉じ る と自動的に ロ ッ ク さ れます。 ド アはOPEN(開ける)キーを
押す こ と でのみロ ッ ク解除さ れ、 さ ら に電源がオンで ロー タ が静止し てい る 場合
にのみ開かれます。 

 • 本機は、 ド アが正 し く閉じ ら れてい る 場合以外は ス タ ー ト で き ません。電気 ロ ッ
ク が ロ ッ ク さ れていなければな り ません。 ド アは、 ロ ー タ が停止し ていない限り
開く こ と はで き ません。操作中に緊急時解放シ ス テ ムに よ っ て ド アが開く 場合、
本機は即時に電源が切れ、ブレーキな し で減速し ます。 ド アが開く と駆動系は主
電源か ら完全に遮断 さ れ、本機は ス タ ー ト で き な く な り ます。

 • ス チール製のバ リ アが ロ ー タ チ ャ ンバーを取 り囲み、オペレー タ を完全に保護し
ます。 

 • 遠心分離中、過速度シ ス テ ムが継続的に ロー タ を モニ ター し ます。シ ス テ ムには
駆動モー タ ー部に磁気センサーが装着さ れてい ます。遠心中を通じ て ロ ー タ が設
定スピー ド を超えない よ う にチェ ッ ク さ れます。

 • 本機の脚部はゴム製で、 ロ ー タ に事故が発生 し た際に生 じ う る回転を最小限に押
さ え る よ う に設計さ れてい ます。 

 • 内部シ ス テ ムが継続的にセ ンサーの信号を モニ ター し 、信号が期待値内にあ る こ
と を確認 し ます。誤作動があれば、スピー ド /RCFディ ス プレイ に、数値に よ る エ
ラ ー メ ッ セージで示 さ れます。 ト ラブルシューテ ィン グ を参照し て下 さ い。

 • Microfuge 20Rの場合、 ロ ー タ チ ャ ンバー内温度が上昇し て50 °Cを超え る と 、駆動シ
ス テ ムの ス イ ッ チが自動的に切れます。冷却する ま で本機が再ス ター ト する こ と
はあ り ません。

シャーシ

ハウジ ング

本機のハウジ ン グは高性能機能性プ ラ ス チ ッ ク が使用 さ れ、ウレタ ン塗装仕上げが施
さ れてい ます。コ ン ト ロ ールパネルは コー ト さ れたポ リ カーボネー ト製の保護層でカ
バー さ れてい ます。
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説明
シ ャーシ  
ド ア

ド アは発泡成形材に内蔵さ れた ス チールの一枚板で作 ら れてい ます。 ド アの中央部に
は ス ト ロボ観察用のウ ィン ド ウがあ り ます。電気機械式 ド ア ロ ッ ク シ ス テ ムが、 ド
アーが閉じ ら れて ラ ッ チがかか る ま で、遠心の開始を防止し ます。遠心の進行中は ド
アが ロ ッ ク さ れ、 ロ ー タ が停止し てい る と き 以外には開けら れない よ う にな っ てい ま
す。停電時には ド ア ロ ッ ク は手動で解放で き 、サンプルを回収で き ます(第3章, ト ラ ブ
ルシ ューテ ィ ン グ)を参照し て く だ さ い。 

ロー タ チ ャ ンバー

ロー タ チ ャ ンバーは図 1.3に示 さ れてい ます。チ ャ ンバー底部に ド ラ イブシ ャフ ト お よ
びド ラ イブシ ャフ ト を取 り巻くゴム製ブーツが見え ます。チ ャ ンバー開口部周囲のガ
スケッ ト シ ス テ ムが密閉を確実に し ます。（装置ガスケッ ト は、大気中浮遊粒子に対す
る密閉環境を確保する ために設計さ れた も のではあ り ません。）

図 1.3  ロー タ チ ャ ンバーの内部図

ド ラ イ ブ

非同期式三相ダ イレク ト ド ラ イブモー タ ーはブラ シレス で、清浄で静粛に作動 し ます。
ロー タ を ド ラ イブシ ャフ ト に取付ける ために、一本の タ イ ダウンねじ が用い ら れます。
弾性的懸架装置に よ り 、負荷が振動に よ っ て攪乱さ れ る こ と を防止し 、遠心分離中に
バ ラ ン ス が乱れた場合に ド ラ イブシ ャフ ト が損傷を受ける こ と を防止し ます。減速時
間を低減す る ために最大限のブレーキを選択で き、サンプルの高速処理を可能に し ま
す。逆に、減速時間を遅ら せる こ と でデ リケー ト な グ ラ ジエン ト を維持する こ と が可
能です。

1. ド ラ イ ブシ ャ フ ト

2. ブーツ

3. ガスケ ッ ト
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説明

温度の感知と制御 ( 冷却モデルのみ )  1
温度の感知と制御(冷却モデルのみ)

電源オンの状態で ド アが閉じ る と 、温度制御シ ス テ ムが有効にな り ます。遠心温度は、
冷却モデルの場合、－10°Cか ら＋40°Cま での範囲に設定で き ます。温度の設定値が入力
さ れない場合、本機は最後に入力 さ れた温度を自動的に選択し ます。(新 し い遠心機を
初めて運転する場合、本装置は作動温度と し て20°Cを選択し ます。) ロ ー タ チ ャ ンバー
内のサー ミ ス タ が、チ ャ ンバー内部の温度を継続的にモニ タ ー し ます。マ イ ク ロ プ ロ
セ ッサが、選択し た ロー タ温度を維持する ために必要なチ ャ ンバー温度を計算し ます。 

注 万一冷却システムが完全に故障 し た場合、チ ャ ンバー温度が50°Cを超える と ド ラ イ ブのス
イ ッ チが切れます。チ ャ ンバーが冷却 される まで遠心分離を再開する こ とはで き ません。

コン ト ロールとインジケータ

電源ス イ ッ チ

電源ス イ ッ チは本機背面のパネル上にあ り ます(図 1.2参照)。 こ の2位置の ト グルス イ ッ
チが(Iがオン、Oがオフ)装置への電源を制御し ます。

注 チ ャ ンバーの ド ア を開ける前に、電源ス イ ッ チをオンに し てお く 必要があ り ます。

コ ン ト ロールパネル

コ ン ト ロールパネルは本機の前面に、斜め向き に取付けら れ、シ ス テ ムキー、プ ロ グ
ラ ミ ン グ用キー、お よびデジ タ ルディ ス プレイ画面を備えてい ます(図 1.4参照)。
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説明
コ ン ト ロールと イ ン ジケータ  
図 1.4  Microfuge 20およびMicrofuge 20Rのコ ン ト ロールパネル

システムキー

本機の操作はシ ス テ ムキーに よ り コ ン ト ロール し ます。

プ ログ ラムキー

プ ロ グ ラ ムキーはパラ メ ー タ の設定に使用 し ます(一つのプ ロ グ ラ ムは、一回の遠心に
対応するすべてのパラ メ ー タ で構成さ れます)。カーソルキーを除く プ ロ グ ラ ムキー
は、入力 さ れ るパラ メ ー タ を示 し ます。

START/STOP(ス
ター ト /停止)

START/STOP(ス ター ト /停止)キーを押すこ と で遠心機の運転を開始 し ます。
このキーは減速プ ロセスを中断 し て遠心分離を再開する場合に も用い られ
ます。 

遠心を終了するためにSTART/STOP(ス ター ト /停止)キーを押せます。本機は
事前に選択 し た減速曲線に従っ て、完全に停止する まで減速し ます。再度
START(ス タ ー ト )を押すこ と で、減速プ ロセスが中断 し、遠心分離を再ス
ター ト させる こ とがで き ます。 

OPEN(開ける

)

OPEN(開ける)キーを押す と 本機 ド ア ロ ッ クのラ ッ チが外 され、 ド ア を開け
る こ とがで き ます。本機はロータが完全に停止し た状態でのみコ マン ド を
受け入れます。

QUICK RUN(ク
イ ッ ク ラ ン)

このキーを手動で押す と、キーを押 し続けている間の短時間遠心がス ター
ト し ます(Microfuge 20にのみ適用)。
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説明

コ ン ト ロールと イ ン ジケータ  1
デジ タルデ ィ スプ レ イ

デジ タ ルディ ス プレイ は ロ ー タ スピー ド 、遠心時間、 ロー タ チ ャ ンバー温度、お よび
選択済みの加速、お よび減速のプ ロファ イ ルを表示 し ます(図 1.5参照)。電源が入 る と 、
デジ タ ルディ ス プレイ は最後に電源がオフに さ れた時点で最後に実行 さ れた遠心の操
作パラ メ ー タ ーを表示 し ます。それぞれのディ ス プレイ は二通り の機能を果た し ます。

 • 遠心パラ メ ー タ が設定 さ れ る と (入力モー ド )、ディ ス プレイ は設定値(オペレー タ ー
に よ っ て選択さ れた)を表示 し ます。遠心パラ メ ー タ のキーの一つ
(例えばMENU(メニュー))が押さ れ る と 、該当する ディ ス プレイ が点滅し てデー タ が
入力可能であ る こ と を示 し ます。

 • START(スタート)が押さ れた後、遠心中に本機の実際の( リ アル タ イ ム)動作状況が表
示 さ れます。

注 該当する場合にはエ ラー メ ッ セージ一覧も デ ィ スプ レ イ に表示 されます。本機は一連の音
を発し、ユーザーにエ ラーの発生を警告し ます。

図 1.5  可能なすべてのデ ィ スプ レ イ を表示 し たMicrofuge 20Rを示 し ます

s t (カーソル
キー )

カーソルキーは上下の矢印キーで、パラ メ ーターを設定する際に押すこ と
で増分値を増減 さ せます。

PROG（プ ログ
ラム)

このキーは、以前に保存し たプ ログラムを呼び出すか、またはプ ログラム
モー ド に入 り 、遠心パラ メ ータ を一つのプ ログラム と し て保存するために
用い られます。

PRECOOL(予備
冷却)(冷却モデ

ルのみ)

このキーは遠心を開始する前に低速でロータ を冷却する場合に使用 し ます。
この機能を使用するには遠心機の予備冷却(20R冷却モデルのみ)の説明を参
照し て くださ い。

MENU( メ ニ ュー
)

このキーを使用し て、異な っ た遠心パラ メ ータ を ス ク ロール し てハイ ラ イ
ト さ せます。MENU( メニュー )キーは、該当する時間、スピー ド 、または温
度デ ィ スプ レ イ機能が点滅する まで押 し続けます。パラ メ ー タはカーソル
キーで設定し ます。
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説明
銘板  
銘板

銘板は装置の背面に固定 さ れてい ます。本機を接続する前に線間電圧が銘板の示す電
圧に一致す る かをチェ ッ ク し ます。ご使用の遠心機に関し て当社ま でご照会の際は、
必ずシ リ アル番号と モデル番号をお知ら せ く だ さ い。

Microfuge 20非冷却モデルの仕様

以下のデー タ の う ち保証 さ れてい る数値は許容値 と 限界値の付記 さ れてい る 数値に限
り ます。許容値の付記 さ れていない数値は保証 さ れてい ません。

表 1.1  デ ィ スプ レ イの定義

デ ィ スプ レ イ 説明

Soft-Stop/Start 
Off(ソ フ ト 停止/ス
ター ト オ フ)

加速率と減速率の設定。

Short Run(短時間
遠心)

Quick Run(ク イ ッ ク ラ ン)ボタ ン(Microfuge 20のみ)を押すか、START(ス ター
ト )ボタ ン を押し続ける と(Microfuge 20Rのみ)、表示 されます。

Prog(プ ログ ラム) 保存されたプ ログラム番号を表示 し ます。

Set（設定） スピー ド 、遠心時間または温度が設定 さ れる と表示 さ れます。

Actual(実際の) 実際のスピー ド 、遠心時間、および温度を表示 し ます。

Speed/RCF(スピー
ド /RCF)

スピー ド をRPMまたはRCF (� g)で表示し ます

Time(時間) 遠心時間と し て設定 された時間または実際の遠心時間を表示 し ます。

Temperature(温度) 遠心に設定 された温度または実際の遠心時温度を表示 し ます
(Microfuge 20Rのみ)

Roter code(ロー タ
のコー ド )

コー ド  1:使用されません コー ド  2:FA241.5 コー ド  3:FA241.5P コー ド  
4:FA4x8.2P コー ド  5:FA361.5 コー ド  6:使用されません

スピー ド
設定スピー ド
スピー ド制御

スピー ド デ ィ スプ レ イ

最大15,000 rpm (増分100-rpm) 最小:200 rpm
実際のロータ スピー ド 、設定スピー ド�50 rpm
実際の回転スピー ド (増分100-rpmまたはRCF (選択された場合)

時間
設定時間

時間デ ィ スプ レ イ
10秒～99分59秒まで1秒の増分で、または連続(�)
残り 遠心時間(時間指定遠心�1分)または �および経過時間(連続遠
心)

加速 高速、ソフ ト  時間についてはロータ によ る加速率と減速率(分: 秒
)を参照し て くださ い

減速 高速、ソフ ト  時間についてはロータ によ る加速率と減速率(分: 秒
)を参照し て くださ い。
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説明

Microfuge 20R 冷却式モデルの仕様  1
Microfuge 20R冷却式モデルの仕様

以下のデー タ の う ち保証 さ れてい る数値は許容値 と 限界値の付記 さ れてい る 数値に限
り ます。許容値の付記 さ れていない数値は保証 さ れてい ません。

プ ログ ラム 10

周囲温度の範囲 5～40°C

制限湿度 <80%（結露な き こ と）

最大標高 2000 m (6562フ ィ ー ト )

寸法
幅

奥行き
高さ、 ド ア閉鎖時
高さ、 ド ア開放時

31 cm (12.2イ ンチ)
42 cm (16.5イ ンチ)
27 cm (10.7イ ンチ)
53 cm (20.7イ ン チ)

重量 13 kg (28.6 lb)

ク リ ア ラ ン ス(両側) 30 cm (11.8イ ンチ)

電気仕様
120-V 装置
100-V 装置

220–240-V 装置

120 VAC、2.3 A、60 Hz
100 VAC、2.9 A、50/60 Hz
220～240 VAC、1.4 A、50 Hz

電源 ク ラ スI

定常状態下における室内への最大熱放
散

580 Btu/h (170 W)

装置前面から約0.91 m (3フ ィ ー ト )にお
ける騒音レベル

< 59 dB

据付（過電圧）分類 II

汚濁の程度a 2

a. 通常は非導電性の汚染しか発生し ませんが、場合によ っ ては、結露によ っ て一時的な導電性の汚染が生じ る こ とがあ り ます。

スピー ド
設定スピー ド
スピー ド制御

スピー ド デ ィ スプ レ イ

最大15,000 rpm (増分100-rpm) 最小:200 rpm
実際のロータ スピー ド 、設定スピー ド�50 rpm
実際の回転スピー ド (増分100-rpmまたはRCF (選択 された場合)

時間
設定時間

時間デ ィ スプ レ イ
99分59秒まで1秒の増分または連続(�)
残り 遠心時間(時間指定遠心�1分の確かさ)または �および経過
時間(連続遠心)

温度
設定温度

温度制御(平衡到達後)
温度デ ィ スプ レ イ(平衡到達後)

稼働範囲

–10～+40°C (増分1°C)
設定温度�2.5°C
増分1°Cのチ ャ ンバー温度
–10～40°Ca
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説明
本装置で使用で き る ロータ  
本装置で使用できるロータ

ロー タ の使用、手入れ、お よびメ ン テナン ス、お よびロー タ の部品についての情報は、
適用 さ れ る ロ ー タ のマニュアルを参照し て く だ さ い。

加速 高速、ソフ ト  時間についてはロータ によ る加速率と 減速率(分: 
秒)を参照し て くださ い。

減速 高速、ソフ ト  時間についてはロータ によ る加速率と 減速率(分: 
秒)を参照し て くださ い。

プ ログ ラム 10

周囲温度の範囲 5～35°C

制限湿度 <80%（結露な き こ と）

最大標高 2000 m (6562フ ィ ー ト )

寸法
幅

奥行き
高さ、 ド ア閉鎖時
高さ、 ド ア開放時

31.0 cm (12.2イ ンチ)
66.0 cm (26.0イ ン チ)
29.1 cm (11.5イ ンチ)
54.7 cm (32.0イ ン チ)

重量 32 kg (70.5 lb)

ク リ ア ラ ン ス(両側) 30 cm (11.8イ ン チ)

電気仕様
120-V 装置
100-V 装置

220–240-V 装置

120 VAC、5.3 A、60 Hz
100 VAC、6.4 A、50/60 Hz 
220–240 VAC、2.4 A、50 Hz

電源 ク ラ スI

定常状態下における室内への最大熱放散 1433 BTU/h (420 W)

装置前面から約0.91 m (3フ ィ ー ト )におけ
る騒音レベル(近似)

< 58 dB

据付（過電圧）分類 II

汚濁の程度b 2

a. 温度範囲は使用する ロータ と ス ピー ド ( 適用される ロータのマニ ュ アル参照 )。 周囲温度よ り 高い温度に達するため、遠心分

離機は運転中にチ ャ ンバー内で生成される摩擦熱に依存し ます。低速運転または低い周囲温度では、遠心分離機が高温に達

し ない こ とがあ り ます。

b. 通常は非導電性の汚染しか発生し ませんが、場合によ っ ては、結露によ っ て一時的な導電性の汚染が生じ る こ とがあ り ます。
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説明

本装置で使用で き る ロータ  1
ロータ 形状a 説明

最大
RCF
(� g)

最大
RPM

最大
容量
(mL)

ロー タ部
品番号

ロー タ
マニ ュ
アル番
号

FA241.5
固定角度、44°斜め

rmax = 82.0 mm

ロータ のコー ド :2

20,627 15,000 24 � 2.0 B30155  B30178

FA241.5P
固定角度、43°斜め

rmax = 82.0 mm

ロータ のコー ド :3

20,627 15,000 24 � 2.0 B30156 B30178

FA4�8.2P
固定角度、44° 斜め

rmax = 66.0 mm

チューブ1 & 8 (rmax= 

66.0 mm)
チューブ2 & 7 (rmax= 

63.0 mm)
チューブ3 & 6 (rmax= 

60.0 mm)
チューブ4 & 5 (rmax= 

59.0 mm)

ロータ のコー ド :4

16,602

15,847

15,093

14,841

15,000 32 � 200 �L B30159 B33057

FA361.5b

固定角度

内側: 50° 斜め 

外側: 30° 斜め

内側: 
r
max

 = 80 mm

外側: 
r
max

 = 80 mm

ロータ のコー ド :5

20,124 15,000 36 � 2.0 B30157 B30182

a. さ ら に詳細な使用についてはそれぞれのマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

b. ロータは第三者試験機関 CAMR、Porton Down、UK、または USARMIID、Ft.Detrick, MD, U.S.A. にて生物封じ込めに対する認証を得

ています。不適切な使用または メ ン テナンスは密閉の完全性、し たがっ て封じ込めに影響を及ぼす可能性があ り ます。
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説明
本装置で使用で き る ロータ  
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第2章

操作

はじめに

本セ ク シ ョ ンでは本製品 と 、 こ れ ら の遠心機用に設計 さ れた ロー タ を使用する 際の手
順について説明 し ます。遠心分離用 ロ ー タ の準備に関する 説明については、該当す る
ロー タ のマニ ュ アルを参照 し て く だ さ い。凝縮を防止する ために、遠心機を使用 し な
い間は装置の ド ア を閉 じ 、電源をオ フ  (O)に し ておいて く だ さ い。

注 本書で指定された方法以外で遠心機を使用する と、安全性 と性能が損なわれる可能性があ
り ます。

警告

通常の使用では、病原性、毒性、または放射性の溶液やサン プルを扱 う 可能
性があ り ます。オペレー タ ーのエ ラーまたはチ ューブの事故によ り 、浮遊粒
子が生成する場合があ り ます。該当するすべての安全対策を行わない限 り 、
遠心機で潜在的危険物質を取 り 扱わないで く だ さ い。常に適合する ロータ と
アダプ タ ーを使用 し て く だ さ い。

すべての感染性サン プルは、施設の適切な手順 と方法に従っ て取扱い、疾病
の拡散を回避し て く だ さ い。所属する機関の安全責任者に、担当者のアプ リ
ケーシ ョ ンに対 し て求められる封 じ込めレベル と、容器から液が漏れ出し た
場合に従 う 正し い汚染除去または殺菌についてのア ド バイ スを受けて く だ さ
い。リ ス ク群2物質（世界保健機構Laboratory Biosafety Manual (研究所生物安
全マニ ュ アルで認定)）を扱 う 場合は生物安全性封 じ 込めを使用 し て く だ さ
い。よ り 高いグループの材料は さ ら に一段高レベルの保護を必要と し ます。
サン プルがこぼれる と 、浮遊粒子を生 じ る可能性があるので、浮遊粒子の封
じ 込めに対応する安全対策を遵守 し て く だ さ い。

警告

怪我または器物損傷の リ ス クがあ り ます。遠心機は引火性の液体または蒸気
の近辺で使用し てはな らず、またかかる物質を遠心分離にかけないで く だ さ
い。操作中、オペレー タ ーは必要な場合に装置の制御を調整する目的以外
で、本機を取 り 巻 く 30 cm (12イ ンチ)のク リ ア ラ ン ス内部に立ち入ら ないよ
う に し て く だ さ い。遠心機の全周囲を取 り 巻 く 30 cm (12イ ンチ)幅の内部に、
いかなる引火性物質も絶対に持ち込まないで く だ さ い。遠心機の稼動中に
は、装置に も たれた り 、装置の上に物を置いた り し ないで く だ さ い。
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操作
遠心の手順  
遠心の手順

次の詳細な操作手順は、本セ ク シ ョ ンの最後で要約さ れてい ます。本装置の経験あ る
ユーザーであれば途中を飛ばし 、要約で操作手順を復習す る だけで も差し支え あ り ま
せん。

準備 と 搭載

注 ロータ を取付ける前に、ロータのマニュアルに記載された手順に従っ てロータ を潤滑し て
くださ い。

1 銘板の記載で電圧が適正であ る かを確認 し 、電源コ ー ド を壁コ ンセ ン ト に接続 し
ます。

2 電源ス イ ッ チを入れます(I)。

3 OPEN(開ける)キーを押し 、 ド ア を上に持ち上げます。 ド アは開いた位置で止ま り ま
す。

4 T型レンチを使用 し て、 ロ ー タ の タ イ ダウン用ねじ を左向き に(反時計回り )に回し
ます。 

a. タ イ ダウン用ねじ を取 り 外 し ます。

5 ロー タ を取 り 出 し ます。
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操作

遠心の手順  2
6 ロー タ を取付ける前に、遠心機 ド ラ イブシ ャフ ト のベース にテーパー付き ス リ ー
ブがあ る こ と を確認 し (図 2.1を参照)、清潔で乾燥し てい る こ と が確認で き る ま で ス
リ ーブを拭き ます。

 • ロー タ は、回転す る あいだ、ス リ ーブ上に と ど ま り ます。ス リ ーブがなけれ
ば、 ロ ー タ は正 し く 動作 し ません。 

図 2.1  テ イパー付き スリーブの側面図

注 テ イパー付き スリーブが外れた場合、Beckman Coulterのフ ィ ール ドサービス担当者が交
換する必要があ り ます。Beckman Coulterフ ィ ール ドサービスまでお問い合わせ くださ い
(米国内: 1-800-742-2345、米国以外: 当該地域のBeckman Coulterオ フ ィ スまたは
www.beckmancoulter.comまでご連絡 くださ い)。

注意

ド ラ イ ブシャフ ト上にロータ を落と さ ないで く だ さ い。シャフ トの横または
上から ロー タ の重力が加わる と 、シャフ トが損傷を受ける場合があ り ます。
ロー タ はシャフ トの上部で中心を合わせてから取 り付け、真っ直ぐに慎重に
降ろし ます。

7 ロー タ 付属マニュアルの指示に従い、 ロ ー タ を取 り 付けます。

注意

ロー タ は常に負荷のバラ ン ス を と っ て遠心 し ます。

8 遠心機の ド ア を閉じ 、 ド ア前方の両側を、 ク リ ッ ク ( ラ ッ チ)音が停止する ま で、確
実に降ろし ます。
B30167AF   2-3

www.beckmancoulter.com
www.beckmancoulter.com


操作
遠心の手順  
9 長期間、遠心を行 う予定がない場合、 ロ ー タ は遠心機か ら 取 り 出 し て く だ さ い。

注意

遠心を行わない期間中にロー タ を残し たままにする場合、遠心を行 う前に、
ロー タ が ド ラ イ ブシャフ ト上に位置 し 、 タ イ ダウン用ねじ が締ま っ ている こ
と を確認し て く だ さ い。

10 正 し い ロー タ の コ ー ド を選択し ます。 ロ ー タ の コー ド選択を参照し て下 さ い。

遠心パラ メ ータ の入力

初めての使用(以前に遠心が行われた こ と がない場合)に際し て電源が入れ ら れた際、既
定の値が表示 さ れます(図 2.2を参照)。初めての使用以降、電源が入っ た時点で、過去
最後の遠心におけるパラ メ ー タ が表示 さ れます。

あ る ロ ー タ の遠心パラ メ ー タ が入力 さ れてい る場合、次に記述す る よ う に、それ ら の
パラ メ ー タ は遠心機の メ モ リ ーに保持 さ れます。呼び出 さ れたプ ロ グ ラ ムは、 こ こ で
現在の遠心で使用 さ れ る か、必要に応 じ て変更 さ れます。設定の保存を参照し て下 さ
い。

図 2.2  Microfuge 20Rの初めての使用時における既定のパラ メ ータ を示し ます。

MENU( メ ニ ュー )キーによ るシーケンス

MENU( メ ニュー )キーを押す と 、パラ メ ー タ の変更シーケン ス が開始し ます。MENU( メ
ニュー )キーを繰り返し押す こ と で、パラ メ ー タ のシーケン ス が段階的に進行 し ます。
パラ メ ー タ の単位(rpm、rcf、m & s、soft-off(ソフ トオフ)、soft stop/start on(ソフ ト停止/
ス タ ー トオン)、soft stop on(ソフ ト停止オン))が点滅する と 、sま たは tを押し てそのパ
ラ メ ー タ を変更 し ます。 こ の後、パラ メ ー タ 変更の全シーケン ス が続き ます。 

1. 15,000 rpm

2. 2分間継続

3. 温度：20°C

4. ソフ ト 加速な し
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1. スピー ド

a. RPMに よ る

b. RCFに よ る

2. 分と秒に よ る時間

3. 温度(Microfuge 20Rのみ)

4. 加速/減速のオプシ ョ ン

a. ソフ トオフ

b. ソフ ト停止/ス タ ー トオン

c. ソフ ト停止オン

遠心スピー ド の設定

RCF値は、 ロー タ の幾何形状と スピー ド に よ っ て決定 さ れます。従っ てRCFお よびス
ピー ド の両値は互いに依存し ます。両値の一方が入力 さ れ る と 他方の値は自動的に設
定 さ れます。

遠心スピー ド は選択さ れた ロー タ の最大定格スピー ド に対応 し て設定可能です。ス
ピー ド と し て、1分間あた り の回転数(RPM)ま たは相対遠心力場(RCF)の何れかを選択で
き ます。遠心分離の継続中、SPEED(スピード)ディ ス プレイ は ロー タ の実際の遠心スピー
ド (RPM)を示 し ます。

スピー ド の設定

1 MENU(メニュー)キーを、ディ ス プレイ の スピー ド単位が点滅する ま で押し 続けま
す。

 • SPEED(スピード)ディ ス プレイ のRPM単位が点滅し 、カーソルキーを使用 し て
RPMを入力
(増分100-RPM)で き る状態を示 し ます。

 • スピー ド をRCFで入力する には再びMENU(メニュー)キーを押し ます。RCFに よ る
スピー ド が点滅し ます。

 • 15秒以内に他のキーが押さ れなかっ た場合、プ ロ グ ラ ムモー ド は終了し ます。

2 sま たは t矢印キーを、目的のRPMま たはRCFスピー ド が表示 さ れ る ま で押し 続け
ます。

 • 対応するRCFは本機に よ り自動的に計算さ れますが、遠心中はRPM値が表示 さ れ
ます。 

 • 遠心機の運転中は、sま たは、tキーを押す こ と で遠心中のRCFをチェ ッ ク す る
こ と がで き ます。 
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3 画面中すべての機能が点滅し な く な る ま でMENU(メニュー)キーを押し 続ける こ と
で、選択を確定 し ます。

 • 約20秒後、 こ の間に他のキーが押さ れない場合は スピー ド の設定が保存さ れま
す。

遠心時間の設定

遠心時間はディ ス プレイ画面の中間行に表示 さ れます。遠心分離中は、残り の遠心時
間が表示 さ れます。遠心機の遠心時間は、1秒間隔で最大99分59秒に至る ま で設定する
こ と がで き ます。

遠心時間は時間指定遠心ま たは連続遠心のいずれについて も設定で き ます。

時間指定遠心
時間は最大で99分59秒に至る ま で設定で き ます(入力 し た秒のパラ メ ー タ が59を超え る
と自動的に分に変換 さ れます)。遠心分離中、 ロ ー タ が回転を始め る と TIME(時間)ディ ス
プレイ はカウン ト ダウン を開始し 、減速が始ま る ま で減少し 続けます。TIME(時間)ディ
ス プレイ は分と秒で、残余の遠心時間を示 し ます。時間ディ ス プレイ がゼロ にな っ た
時点で遠心は終了し ます。

連続遠心
連続遠心の間は遠心分離の遠心時間に制限がな く 、手動で停止す る必要があ り ます。
連続遠心の間、遠心機は設定スピー ド に達す る ま で加速し 続けます。遠心分離中、
ロー タ が回転し始め る と共に時間ディ ス プレイ のカウン ト ア ッ プが開始し ます。

時間指定遠心の設定

1 MENU(メニュー)キーを、ディ ス プレイ の時間の単位が点滅する ま で押し 続けます。

15秒以内に他のキーが押さ れなかっ た場合、プ ロ グ ラ ムモー ド は終了し ます。

2 sま たはtのカーソルキーを、目的の継続時間が表示 さ れ る ま で押し 続けます。ど
ち ら かのキー も押し 続ける と 、パラ メ ー タ の変化は速く な り ます。 

3 画面中すべての機能が点滅し な く な る ま でMENU(メニュー)キーを押し 続ける こ と
で、選択を確定 し ます。 

約15秒後、 こ の間に他のキーが押さ れない場合は時間の設定が保存さ れます。
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連続遠心の開始方法

1 MENU(メニュー)キーを、ディ ス プレイ の時間の単位が点滅する ま で押し 続けます。

15秒以内に他のキーが押さ れなかっ た場合、プ ロ グ ラ ムモー ド は終了し ます。

2 tカーソルキーを、ディ ス プレイ が00:10 か ら--:--�に変わるまで押し続けます。

99分と 59秒を過ぎる と 、それ以後の遠心時間は表示 さ れな く な り ますが、遠心分離
は継続 し ます。

3 画面中すべての機能が点滅し な く な る ま でMENU(メニュー)キーを押し 続ける こ と
で、選択を確定 し ます。 

約15秒後、 こ の間に他のキーが押さ れない場合は時間の設定が保存さ れます。

4 遠心機の ド ア を閉じ 、 ド ア前方の両側を、 ク リ ッ ク ( ラ ッ チ)音が停止する ま で、確
実に降ろし ます。

5 START/STOP(スタート/停止)キー。連続遠心が開始し ます。

遠心分離中、 ロー タ が回転し始め る と共にTIME(時間)ディ ス プレイ のカウン ト ア ッ
プが開始し ます。

連続遠心の停止方法

1 START/STOP(スタート/停止)キー。

即時に減速が始ま り ます。減速中の経過時間が表示 さ れます。遠心は終了し ます。

遠心温度の設定(Microfuge 20R冷却モデルのみ)

遠心温度は –10～+40°Cの間に設定で き ます。通常の作動範囲は+2°C～40°Cま でで、選択
し た ロ ー タ と スピー ド に よ っ て変化し ます。

ロー タ チ ャ ンバー内の温度は遠心機ディ ス プレイ の下1/3に表示 さ れます。
ディ ス プレイ は設定温度と 実際の温度を交互に表示 し ます。実際の温度は温度値の前
に単語「actual(実際値)」が表示 さ れます。

注 実際の温度は10秒間隔で点滅し ます。温度パラ メ ータが変化する際、実際の温度の点滅を、
同様に点滅する メニューの単位と取 り違えないよ う に注意し て くださ い。 

注 温度は各装置によ っ て微妙に異なる場合があ り ます。サン プル温度の高い正確 さが要求さ
れる場合、水のサン プルを用いてご使用装置の温度設定を テス ト し て くださ い。
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遠心温度の設定方法

1 MENU(メニュー)キーを、ディ ス プレイ の温度の単位が点滅する ま で押し 続けます。

TEMP°C(温度℃)ディ ス プレイ が点滅し 、カーソルキーで温度を入力で き る状態が示
さ れます。

15秒以内に他のキーが押さ れなかっ た場合、プ ロ グ ラ ムモー ド は終了し ます。

2 sま たはtのカーソルキーを、目的の温度が表示 さ れ る ま で押し 続けます。

注 室温以外で遠心する場合には、事前にロータ を冷却または加温する と、温度平衡に要
する時間を短縮で き ます。

3 画面中すべての機能が点滅し な く な る ま でMENU(メニュー)キーを押し 続ける こ と
で、選択を確定 し ます。 

約15秒後、 こ の間に他のキーが押さ れない場合は、同時に温度の設定が承認 さ れ保
存さ れます。

注 ド ア を開ける と 冷却がオ フ にな り ます。 ド ア を閉じる と冷却が再開 し ます。

ロータのコー ド 選択

取付けた ロ ー タ を選択す る こ と で、適正なRCF値が選択さ れ表示 さ れ る よ う にな り ま
す。

注 Microfuge 20およびMicrofuge 20Rで使用可能なロー タのすべては、同一の定格スピー ド
15,000 RPMを持ちます。

適正なロー タ を選択する方法

1 MENU(メニュー)キーを、ディ ス プレイ の ロ ー タ が点滅する ま で押し て保持 し ます。

2 sま たはtのカーソルキーを、適正な ロ ー タ が表示 さ れ る ま で押し 続けます。 

ロー タ の コ ー ド

 • コー ド  1:使用 さ れません

 • コー ド  2:FA241.5

 • コー ド  3:FA241.5P

 • コー ド  4:FA4x8.2P

 • コー ド  5:FA361.5

 • コー ド  6:使用 さ れません
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3 MENU(メニュー)キーを押し て選択を確定 し ます。 

約15秒後、 こ の間に他のキーが押さ れない場合は ロー タ の コ ー ド設定が保存さ れま
す。

4 ロー タ を取 り 付けます。完全な情報は ロ ー タ固有のマニュアルを参照し て く だ さ
い。

遠心機の予備冷却(20R冷却モデルのみ)

低温時での遠心中にサンプルの完全性を維持する ため、遠心を始め る前に空の ロー タ
と 装置を予備冷却する こ と が推奨さ れます。本装置には、定義済みの状態で遠心機を
予備冷却す る特別のプ ロ グ ラ ムが付属し てい ます。

注 予備冷却プ ログラムを一度ロー ド する と、設定温度は実際の温度よ り も低温の値以外に設
定で き な く な り ます。設定プ ロセス中に設定温度範囲に到達する と、温度デ ィ スプ レ イは
約1分間、点滅を続けます。

遠心機の予備冷却

1 PRECOOL(予備冷却)キーを押し て予備冷却プ ロ グ ラ ム を ロ ー ド し ます。Precool on(予備

冷却オン)が表示 さ れます。

ディ ス プレイ には最大ロ ー タ スピー ド の1/3お よび対応する RCF値が示 さ れます。
遠心時間の欄には「�」(連続遠心)が表示 さ れます。設定温度は実際の温度を超え
る こ と がで き ません。

2 START/STOP(スタート/停止)キー。 

ロー タ が最大ロー タ スピー ド (5000 RPM)の1/3に到達し 、予備冷却温度の値が達成さ
れ、1分間持続す る と 、プ ロ グ ラ ムはPrecool OK(予備冷却OK)を示 し て終了し ます。 

注 予備冷却プ ログラムが選択さ れ、そのあ と実際にス ター ト する こ と な く 選択が外 される と、
設定温度は以前の値にリセ ッ ト されます。ただし、予備冷却が開始 し ている場合、制限さ
れた設定温度は後続の遠心で使用さ れますが、プ ログラムに保存される こ とはあ り ません。

加速率と減速率の設定

Microfuge 20シ リ ーズの遠心機は二通り の加速率が可能です — 高速お よびソフ ト (ま たは
低速)、お よび二通り の減速 — 高速お よびソフ ト (ま たは低速)。 ロ ー タ に よ る高速お よ
び低速の加速時間 と と 減速時間については、次の表を参照し て く だ さ い。
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Soft-stop and soft-start (ソフ トス タ ートおよびソフ ト停止) 機能の有効化 

1 MENU(メニュー)キーを、ディ ス プレイ の Soft stop/start (ソフト停止/スタート)機能が点
滅す る ま で押し 続けます。

15秒以内に他のキーが押さ れなかっ た場合、プ ロ グ ラ ムモー ド は終了し ます。

2 sま たはtのカーソルキーを、Soft-stop/start on (ソフト停止/スタートオン)が表示 さ れ
る ま で押し 続けます。

こ れでソフ ト ス タ ー ト お よびソフ ト停止の両機能が有効にな っ てい ます。

3 MENU(メニュー)キーを押し て選択を確定 し ます。 

Soft-stop (ソフ ト停止) 機能のみを有効にする方法 

1 MENU(メニュー)キーを、ディ ス プレイ のSoft-stop/start (ソフト停止/スタート)機能が点
滅す る ま で押し 続けます。

15秒以内に他のキーが押さ れなかっ た場合、プ ロ グ ラ ムモー ド は終了し ます。

2 sま たはtのカーソルキーを、 Soft stop on (ソフトスタートオン)が表示 さ れ る ま で押し
続けます。

こ れでソフ ト停止機能が有効化さ れてい ます。

3 MENU(メニュー)キーを押し て選択を確定 し ます。 

表 2.1  ロータ によ る加速率と減速率(分: 秒)a

a. 時間はおおよその数値です。実際の時間はロータの負荷、遠心ス ピー ド 、および電

圧の変動によ っ て変化し ます。

ロータ
Microfuge 20 Microfuge 20R

加速 減速 加速 減速

高速 ソ フ
ト (低
速)

高速 ソ フ
ト (低
速)

高速 ソ フ
ト (低
速)

高速 ソ フ
ト (低
速)

FA241.5 0.26 1:03 0:22 1:05 0:26 1:02 0:22 1:05

FA241.5P 0:16 1:03 0:16 1:05 0:16 1:02 0:16 1:05

FA4x8.2P 0:11 1:03 0:13 1:05 0:11 1:02 0:13 1:05

FA361.5 0:26 1:03 0:22 1:05 0:26 1:02 0:22 1:05
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Soft-stop and Soft-start (ソフ トス タ ートおよびソフ ト停止)機能を無効にする方法 

1 MENU(メニュー)キーを、ディ ス プレイ のSoft-stop/start (ソフト停止/スタート) 機能が点
滅す る ま で押し 続けます。

15秒以内に他のキーが押さ れなかっ た場合、プ ロ グ ラ ムモー ド は終了し ます。

2 sま たはtのカーソルキーを、Soft off(ソフトオフ)が表示 さ れ る ま で押し 続けます。

こ れで両方のソフ ト 機能が無効化さ れてい ます。

3 MENU(メニュー)キーを押し て選択を確定 し ます。 

遠心の開始

遠心は、以前の遠心における メ モ リ ー中のパラ メ ー タ を使用する か、上記手順を使用
し て入力 し た新規ま たは変更 し たパラ メ ー タ を使用 し て開始で き ます。

遠心の開始方法

1 すべてのパラ メ ー タ が適正で、 ド アが閉じ ら れ ラ ッ チが掛けら れてい る かを
チェ ッ ク し て く だ さ い。
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2 START/STOP(スタート/停止)キー。

 • 実際の設定スピー ド が ロ ー タ の最大許容スピー ド を超えた場合はエ ラ ーコー ド
が出 さ れ、遠心機はシ ャ ッ ト ダウン さ れます。 

— エ ラ ーコー ド についての情報は第3章, ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ を参照し て
く だ さ い。 

— 遠心中を通じ て ロ ー タ が設定スピー ド を超えない よ う にチェ ッ ク さ れます。

 • SPEED(スピード)ディ ス プレイ は実際の ロ ー タ スピー ド をRPMで示 し ます。 

— RCFは sま たはt カーソルキーを押す と表示で き ます。

— こ のディ ス プレイ は同時に残り の遠心時間を示 し ます(ま たは�お よび連続
操作における経過時間)。

 • TEMP(温度)ディ ス プレイ は ロ ー タ の実際の温度を示 し ます。 

警告

ロー タ の回転中に ド アのイ ン タ ーロック システムを無効に し ないで く だ さ
い。

注意

ロー タ の回転中に遠心機を持ち上げた り移動する こ と は厳禁です。操作中遠
心機の上に物を置かないで く だ さ い。

短時間遠心(ク イ ッ ク ラ ン)機能

短時間遠心の間、遠心機は設定スピー ド に到達する ま で、最大限の加速を行い ま
す。短時間遠心機能はQUICK RUN(クイックラン)キーを押す と 実行 さ れ、次の よ う に短時
間遠心の目的で使用 さ れます。

注 Microfuge 20R冷却遠心機はには専用のQUICK RUN(ク イ ッ ク ラ ン)ボタ ンはあ り ませんが、
START/STOP(ス ター ト /停止)ボタ ンが同等の機能を果た し ます。

 • QUICK RUN(クイックラン)キーを押す と 、 ロ ー タ は設定スピー ド ま で最大加速率で加
速し 、QUICK RUN(クイックラン)キーが押さ れてい る限り回転を続けます。(短時間遠
心機能は、現在の遠心時間、加速率、お よび減速率の設定を無効に し ます。
)QUICK RUN(クイックラン)キーを放す と ロー タ は最大減速率で0 RPMにな る ま で減速
を開始し ます。 

 • QUICK RUN(クイックラン)キーを押す と 、TIME(時間)ディ ス プレイ は経過時間を秒で表
示 し ます。QUICK RUN(クイックラン)キーを放す さ れ る と 、秒の積算は停止し ます。

 • 遠心機の メ モ リ ーはQUICK RUN(クイックラン)キーが押さ れ る 以前の最後に実行 さ れ
た遠心のパラ メ ー タ を保持 し ます。 ク イ ッ ク ラ ンの終了後、遠心機の ド アが開か
れた後に閉じ る と 、前回の遠心のパラ メ ー タ が表示 さ れます。
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非冷却型Microfuge 20で ク イック ラ ン を実施する方法

1 遠心機の ド ア を閉じ 、 ド ア前方の両側を、 ク リ ッ ク ( ラ ッ チ)音が停止する ま で、確
実に降ろし ます。

2 Microfuge 20の場合、QUICK RUN(クイックラン)キーを押し て保持 し ます。

Short Run(短時間遠心) と の メ ッ セージ と 、 ク イ ッ ク ラ ンの継続時間が表示 さ れます。 

3 QUICK RUN( ク イ ッ ク ラ ン)キーを放し ます。

 • QUICK RUN( ク イ ッ ク ラ ン)キーが解放さ れ る と 、遠心機は停止する ま で最大減速
率で減速し ます。

 • ク イ ッ ク ラ ンが終了し 、遠心機が完全に停止する と 、自動的に ド ア ロ ッ ク が解
除さ れ、それ以前に設定 さ れていたプ ロ グ ラ ムが再び表示 さ れます。

冷却型Microfuge 20Rで ク イック ラ ン を実施する方法

1 遠心機の ド ア を閉じ 、 ド ア前方の両側を、 ク リ ッ ク ( ラ ッ チ)音が停止する ま で、確
実に降ろし ます。

2 Microfuge 20Rの場合、START/STOP(スタート/停止)キーを押し て保持 し ます。

Short Run(短時間遠心) と の メ ッ セージ と 、 ク イ ッ ク ラ ンの継続時間が表示 さ れます。 

3 START/STOP(スタート/停止)キーを放し ます。

 • START/STOP(スタート/停止)キーが解放さ れ る と 、遠心機は停止する ま で最大減速
率で減速し ます。

 • ク イ ッ ク ラ ンが終了し 、遠心機が完全に停止する と 、自動的に ド ア ロ ッ ク が解
除さ れ、それ以前に設定 さ れていたプ ロ グ ラ ムが再び表示 さ れます。

遠心進行中のパラ メ ー タ 変更

遠心が進行 し てい る間、スピー ド 、時間、お よび温度(Microfuge 20Rのみ)の各パラ メ ー
タ は、遠心を中止する こ と な く 変更で き ます。遠心の継続時間 も同様に連続か ら時間
指定に、あ る いは時間指定か ら連続に変更で き ます。

注 減速が開始し た後は、減速率は変更で き ません。
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遠心の進行中にスピー ド を変更する方法

1 MENU(メニュー)キーを、ディ ス プレイ の希望する スピー ド 機能が点滅する ま で押し
続けます。

 • SPEED(スピード)ディ ス プレイ の最後の数字が点滅し 、カーソルキーでRPMま た
はRCFの上げ下げが可能な こ と が示 さ れます。

2 sま たはtのカーソルキーを、目的のRCFま たはRPMが表示 さ れ る ま で押し 続けま
す。

即時に新 し いパラ メ ー タ が有効にな り ます。

遠心進行に遠心時間を変更する方法

1 MENU(メニュー)キーを、ディ ス プレイ の時間機能が点滅する ま で押し 続けます。

 • TIME(時間)ディ ス プレイ の最後の数字が点滅し 、カーソルキーで時間の上げ下げ
が可能な こ と が示 さ れます。

2 sま たはtのカーソルキーを、目的の時間が表示 さ れ る ま で押し 続けます。

即時に新 し いパラ メ ー タ が有効にな り ます。

注 遠心の進行中に遠心時間が変更され、遠心分離は新規設定の全時間が経過する まで進
行し、既に経過し た時間は無視されます。

遠心の進行中に温度を変更する方法(Microfuge 20Rのみ)

1 MENU(メニュー)キーを、ディ ス プレイ の温度機能が点滅する ま で押し 続けます。

 • TEMPERATURE(温度)ディ ス プレイ の最後の数字が点滅し 、カーソルキーで温度の
上げ下げが可能な こ と が示 さ れます。

2 sま たはtのカーソルキーを、目的の遠心温度が表示 さ れ る ま で押し 続けます。

即時に新 し いパラ メ ー タ が有効にな り ます。

遠心の停止

TIME(時間)ディ ス プレイ がゼロ ま でカウン ト ダウン さ れ る と 、時間指定遠心は自動的に
終了し ます。
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進行中の遠心を停止する方法

1 通常の減速ま たは当該の遠心に選択さ れた減速を行 う にはSTART/STOP(スタート/停止)

キーを押し ます。

2 ロー タ が回転を停止 し た後、OPEN(開ける)キーを押し て ド ア ラ ッ チを開放し 、 ド ア
を開けます。

注 Microfuge 20R冷却遠心機の場合:チ ャ ンバーの凍結を防止するため、遠心と次の遠心の間
に、スポンジを使用し てチ ャ ンバーボウルから凝結を拭き取 り ます。

アンロード

注 ロータ を取外す際、テ イパー付き スリーブがロータ に付着し て遠心機 ド ラ イ ブシ ャ フ トか
ら外れないよ う に し て くださ い。テーパー付き スリーブがロー タのの ド ラ イ ブホール内側
にある と きは、Beckman Coulterのフ ィ ール ドサービス、1-800-742-2345 (米国およびカナダ)
までご連絡 くださ い。米国以外の場合は現地担当のBeckman Coulterオ フ ィ スまたは
www.beckmancoulter.comまでご連絡 くださ い)。

遠心を完了し た後は、該当する ロ ー タ のマニュアルの説明に従っ て ロ ー タ を取 り 外 し
て く だ さ い。 

注意

取 り 外し の際に漏れの形跡が見つかっ た場合、多少で も ロー タ から液が漏れ
た ものとみなす必要があ り ます。遠心機 と付属品に、適切な汚染除去の手順
を適用し て く だ さ い。

遠心手順の要約

室温以外で遠心す る場合には、事前に ロ ー タ を冷却ま たは加温す る と 、温度平衡に要
する時間を短縮で き ます。低温での遠心を行 う 場合は必要な温度にて スピー ド
2000 rpmで30分の遠心(予備冷却 し た ロ ー タ を取付けた状態で)を1サ イ ク ル実施する こ
と で遠心機を予備冷却 し て く だ さ い。

1 電源ス イ ッ チを入れます(I)。 

a. 遠心機の ド ア を開き ます(OPEN(開ける)キーを押し て ド ア を持ち上げます)。

2 ロー タ を取付ける前に、テーバー付き ス リ ーブが遠心機の ド ラ イブシ ャフ ト の所
定位置にあ る こ と を確認 し ます。 

 • ス リ ーブがなければロー タ は正常に動作で き ません。
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3 該当する ロ ー タ付属マニュアルの指示に従い、 ロー タ を取 り 付けます。 

注意

ロー タ は常に負荷のバラ ン ス を と っ て遠心 し ます。

4 遠心機の ド ア を閉じ 、 ド ア前方の両側を、 ク リ ッ ク ( ラ ッ チ)音が停止する ま で、確
実に降ろし ます。

5 遠心パラ メ ー タ を入力 し ます。

 • 遠心スピードの設定 — RPMま たはRCFが表示 さ れ る ま でMENU(メニュー)を押し 、適
正な スピー ド が表示 さ れ る ま でsま たはtを使用 し ます。

 • 時間の設定 — 時間が表示 さ れ る ま でMENU(メニュー)を押し 、適正な時間が表示 さ
れ る ま でsま たはtを使用 し ます。

 • 遠心温度(Microfuge 20Rのみ)の設定 — 温度が表示 さ れ る ま でMENU(メニュー)を押し 、
適正な温度が表示 さ れ る ま でsま たはtを使用 し ます。

 • 加速/減速の設定 — Soft-stop/start on(ソフト停止/スタートオン)、soft-stop on(ソフト停
止オン)、またはsoft off(ソフトオフ)が表示 さ れ る ま でMENU(メニュー)を押し 、適正
な減速が表示 さ れ る ま でsま たはtを押し ます。

6 すべてのパラ メ ー タ が適正で、 ド アが閉じ て ラ ッ チがかかっ てい る かをチェ ッ ク
し 、次にSTART/STOP(スタート/停止)キーを押し ます。

警告

ロー タ の回転中に ド アのイ ン タ ーロック システムを無効に し ないで く だ さ
い。

注意

ロー タ の回転中に遠心機を持ち上げた り移動する こ と は厳禁です。

7 設定時間がカウン ト ダウン さ れてゼロ にな る ま で待つか、ま たは START/STOP(スタ

ート/停止)キーを押すか保持す る こ と で遠心を終わら せます。

8 ロー タ が回転を停止 し た後、OPEN(開ける)キーを押し て ド ア ラ ッ チを開放し 、 ド ア
を開けます。
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9 該当する ロ ー タ付属マニュアルの指示に従い、 ロー タ を取 り 外 し ます。

注意

取 り 外し の際に漏れの形跡が見つかっ た場合、多少で も ロー タ から液が漏れ
た ものとみなす必要があ り ます。遠心機 と付属品に、適切な汚染除去の手順
を適用し て く だ さ い。

プログラムの保存と使用

プ ロ グ ラ ムは本機の設定で繰り返し 使用する諸設定を保存ま たは ロー ド する ために使
用 し ます。個別のプ ロ グ ラ ム を保存し 、再使用で き ます。

注 予備冷却プ ログラムには特定の保存場所がな く 、し たがっ て削除で き ません。予備冷却プ
ログラムは、容器類がない状態の遠心機を冷却するためにのみ用い られます。遠心機の予
備冷却(20R冷却モデルのみ)を参照し て下さ い。

設定の保存

遠心を行 う ためにセ ッ ト さ れ る次のパラ メ ー タ は、再使用可能なプ ロ グ ラ ムの一部 と
し て保存で き ます。

 • スピー ド

 • 遠心時間

 • 温度(Microfuge 20Rのみ)

 • 加速

 • 減速

 • ロー タ の タ イ プ/ コー ド

一つのプ ログ ラムと し て設定を保存する方法

1 PROG(プログラム)キーを押し ます。

2 sま たはtカーソルキーを押し て ス ク ロ ール し 、未使用のプ ロ グ ラ ム番号を選択し
ます。

Prog ##のディ ス プレイ が点滅し ます(#は01か ら 10ま でを表し ます)。

注 各プ ログラムを ス ク ロールする と、各プ ログラムのパラ メ ー タが表示 されます。

注 使用済みのプ ログラム番号は、現在のデー タ で上書き されます。

注 未使用のプ ログラムはデフォル ト の設定を表示 し ます。デフォル ト の設定については
遠心パラ メ ータ の入力を参照し て くださ い。
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3 MENU(メニュー)キーお よびsま たはtのカーソルキーを使用する と スピー ド 、時間、
温度、お よび/ま たは加速の各パラ メ ー タ を変更 し ます。詳細は 遠心パラ メ ー タ の
入力 を参照し て下 さ い。

4 MENU(メニュー)キーを押し て選択と プ ロ グ ラ ム を確定 し ます。プ ロ グ ラ ムが保存さ
れます。

保存さ れたプ ログ ラムを実行する方法

1 PROG(プログラム)キーを押し ます。

2 sま たはtのカーソルキーを押し て実行する プ ロ グ ラ ム番号を選択し ます。

3 Prog ##が点滅を停止す る ま でPROG(プログラム)を押し ます。

4 遠心機の ド ア を閉じ 、 ド ア前方の両側を、 ク リ ッ ク ( ラ ッ チ)音が停止する ま で、確
実に降ろし ます。

5 START/STOP(スタート/停止)キー。 
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保存さ れたプ ログ ラムを変更する方法

1 PROG(プログラム)キーを押し ます。

2 sま たはtのカーソルキーを押し て変更すべき プ ロ グ ラ ム番号を選択し ます。

3 MENU(メニュー)キーお よびsま たはtのカーソルキーを使用する と スピー ド 、時間、
温度、お よび/ま たは加速の各パラ メ ー タ を変更 し ます。

4 MENU(メニュー)キーを押し て選択と プ ロ グ ラ ム を確定 し ます。プ ロ グ ラ ムが変更 さ
れます。

5 遠心機の ド ア を閉じ 、 ド ア前方の両側を、 ク リ ッ ク ( ラ ッ チ)音が停止する ま で、確
実に降ろし ます。

6 START/STOP(スタート/停止)キー。 
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第3章

ト ラブルシューティング

はじめに

本章は、起こ り 得 る故障と 、考え ら れ る原因お よび求め ら れ る対応を一覧表示で提供
し ます。保全作業手順については第4章, 手入れ と 保守に記述さ れてい ます。本章でカ
バー さ れないすべての問題については、Beckman Coulterのフ ィ ール ド サービス ま でご
連絡く だ さ い。

注 Beckman Coulterのフ ィ ール ドサービス技師によ る修理を依頼する前に、お客様の責任にお
いて遠心機およびロータや付属品の汚染除去作業を実行 し て くださ い。

ユーザメ ッセージ

操作中に何ら かの問題が発生 し た場合、 ロー タ は減速し て停止し 、SPEED(スピード)ディ
ス プレイ にエ ラ ー コー ド が表示 さ れます。 こ の よ う な問題は不正確な入力ま たは装置
の故障に起因する 可能性があ り ます。表 3.1を参照し て問題の原因と推奨さ れ る対応を
を確定 し て く だ さ い。問題を解決で き ない場合はBeckman Coulterフ ィール ドサービス
ま でご連絡く だ さ い。問題を診断 し 、解決す る ための参考と し て、可能な限り多く の、
状況に即し た情報を収集し て く だ さ い。

 • 画面に表示 さ れ る エ ラ ー番号を書き留め ます。

 • エ ラ ーが発生 し た際の動作状況(使用 ロー タ 、スピー ド 、負荷タ イ プ)を記録し ま
す。

 • 普通ではない状況お よび/ま たは動作状況(周囲温度、電圧の変動、その他)をすべ
て記録し ます。

 • その他の役立つ可能性のあ る情報があれば追加 し ます。

誤作動があれば、スピー ド /RCFディ ス プレイ に数値に よ る エ ラ ー メ ッ セージで示 さ れ
ます。一例と し て図 3.1を参照し て く だ さ い。

図 3.1  エ ラー メ ッ セージの例
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致命的なエ ラ ー ( ド ア ロ ッ ク の欠陥な ど)の場合、画面に一定の安全時間がカウン ト ダ
ウン さ れます。 こ の間、画面にERR(エラー)お よびSAFE(安全)が交互に点滅し ます。時間
が終了する と OFF(オフ)が表示 さ れます。

注意

「OFF(オフ )」が表示 さ れる までは遠心機のス イ ッチを切ら ないで く だ さ い！
これは、ロータ が完全に静止する までの時間を確保するために必要です。

問題またはエ ラーを ク リ アする方法

1 問題の原因を取 り除き ます(下記表 3.1お よび表 3.2を参照)。

2 ド アキーを押し 、エ ラ ー メ ッ セージ を承認 し て ク リ ア し ます。
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ユーザ メ ッ セージ  3
注 エ ラー メ ッ セージが消えない場合はBeckman Coulterフ ィ ール ドサービスまでご連絡 くださ
い。

表 3.1  エ ラー メ ッ セージ一覧

エ ラー番号 問題 推奨 される対処法 説明

1～9 システムエ ラー ロー タが完全に停止 し た ら電
源をオ フ に し(O)、次に(I)に
戻っ てリセ ッ ト し ます。

これらのエ ラーは遠
心を停止するか、ブ
レーキをかけずに減
速し ます。

10～19 スピー ド メ ータ ー エ
ラー

ロー タが完全に停止 し た ら電
源をオ フ に し(O)、次に(I)に
戻っ てリセ ッ ト し ます。

20～29 モー ター エ ラー 電源を切 り ます(O)。換気を確
保し ます。

30～39 EEPROMエ ラー ロータが完全に停止し た ら電
源をオ フ に し(O)、次に(I)に
戻っ てリセ ッ ト し ます。

エ ラー 34、35、およ
び36は遠心機を停止
し ます。エ ラー 37と
38は、遠心機を停止
する こ とはな く 、エ
ラー メ ッ セージを出
すだけです。 

40～45 温度エ ラー(Microfuge 
20R冷却遠心機にの
み適用されます)

 • 速度を落と し ます

 • 電源を切 り ます

 • 温度を下げます

 • 換気を改善し ます

50～59 ド ア エ ラー  • ド アキーを押し ます

 • ド アーを閉じます

 • ド ア ロ ッ ク装置の開口部か
ら夾雑物を取 り除き ます

エ ラー 50および51
は、遠心機を停止さ
せます。

60～69 プ ロセス エ ラー  • 速度を落と し ます

 • サイ クル操作を繰り返し ま
す

エ ラー 60の メ ッ セー
ジは「power failure 
during run(遠心中の停
電)」、エ ラー 61の
メ ッ セージは「stop 
after power on(電源入
力後の停止)」

70～79 通信エ ラー  • 速度を落と し ます

 • サイ クル操作を繰り返し ま
す

80～89 パラ メ ータ エ ラー  • ド アキーを押 し ます

 • ド アーを閉じます

 • ド ア ロ ッ ク装置の開口部か
ら夾雑物を取 り除き ます

エ ラー 83はエ ラー
メ ッ セージのみで
す。

90～99 その他のエ ラー  • 接続のチェ ッ ク

 • 十分な給水量を投入 し ます(
水冷式遠心機のみ)
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その他の生じ得る問題  
その他の生じ得る問題

診断 メ ッ セージで示 さ れない不具合については表 3.2に記述があ り 、推定 さ れ る原因
と 、修復す る ための対応についての説明も あ り ます。各問題について考え ら れ る原因
は、発生 し 得る順序で列記さ れてい ます。推奨さ れ る修復手順は リ ス ト に列記さ れて
い る順序で実行 し て く だ さ い。問題を解決で き ない場合はBeckman Coulterフ ィール ド
サービス ま でご連絡く だ さ い。

表 3.2  ト ラ ブルシューテ ィ ング一覧

問題 考え られる理由 推奨 される対処法

デ ィ スプ レ イが空
白

1. 主電源が入っ ていない。

2. 電源コー ド が差し込まれてい
ない。

3. 主電源のス イ ッ チがオ フ。

4. ド アが正常に閉じられていな
い。

1. 主電源のヒューズを チェ ッ ク し て くださ い。

2. 電源コー ド のプ ラグを確実に差し込んで くだ
さ い。

3. 電源ス イ ッ チをオンに し て くださ い。

4. ド ア を閉じて くださ い。

遠心機がス タ ー ト
し ない。表示され
る設定スピー ド 値
が変更で き ない。

1. い く つかの原因。

2. ド アロ ッ クが正常に閉じられ
ていない。

1. サイ クル操作を繰り返し ます。問題が再発す
る場合は、Beckman Coulterの現地サービスに
お問い合わせ くださ い。

2. ド ア を開いてから閉じます。問題が再発する
場合は、Beckman Coulterの現地サービスにお
問い合わせ くださ い。

運転中、遠心機が
減速し、電源投入
後に1～18までのエ
ラーが表示さ れる。

い く つかの原因。 サイ クル操作を繰り返し ます。問題が再発する
場合は、Beckman Coulterの現地サービスにお問
い合わせ くださ い。

運転中、遠心機が
減速し、電源投入
後にエ ラー 19が表
示される。

い く つかの原因。 ド アキーを押 し て操作を停止し ます。

温度値に到達し な
い(20R冷却遠心機
にのみ該当)。

コ ンデンサーの汚れ。 Beckman Coulterフ ィ ール ドサービスまでご連絡
くださ い。
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停電時の遠心機へのア ク セス  3
停電時の遠心機へのアクセス

施設の停電が一時的な も のであ る場合、電源が回復する と 装置は運転を再開し 、 ロ ー
タ は設定スピー ド に戻り ます。ただ し 、 ロー タ が完全に停止し た場合、電源が回復し
た時点で遠心機の運転を再開す る必要があ り ます。停電が長時間に及ぶと 、 ド ア ロ ッ
ク を手動で解除し て、 ロ ー タ とサンプルを取 り 出す こ と が必要 と な る 場合 も あ り ます。

警告

パネルを外す必要のある よ う な保守作業では常に、感電や機械によ る人身傷
害の危険が伴います。 し たがっ て、電源をオフに し 、コンセン トから主電源
プ ラ グを取 り 外 し て装置を幹線(主電源)から切 り 離 し 、 さ ら に有資格サービ
ス技術者のメンテナンス を受けて く だ さ い。

緊急時に遠心機にア クセスする方法

1 電源ス イ ッ チをオフ(O)に し 、コ ン セン ト か ら 電源プ ラ グ を抜いて電源 コー ド を主
電源か ら 切 り離し ます。

警告

ロー タ の回転中に ド アのイ ン タ ーロック システムを無効に し ないで く だ さ
い。

危険

絶対に、ロータ を手で減速し た り停止し よ う と し ないで く だ さ い。

2 ロー タ が回転し ていない こ と を確認 し て く だ さ い。 

注意

駆動系統が音や振動を発 し ている場合には作業を進めないで く だ さ い。
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停電時の遠心機へのア ク セス  
3 フロ ン トパネルか ら プ ラ グ を取 り 外 し ます。図 3.2を参照し て下 さ い。

図 3.2  Emergency Access Plug(緊急時ア ク セスプ ラグ)の取 り 外し

4 付属の4 mm(P/N B33985)六角レンチを水平方向で穴に差し込み、停止す る ま で反時
計回り に回し ます。 ド ア ロ ッ ク が解放さ れた音を聞き取 り ます。図 3.3を参照し て
下 さ い。

注 遠心分離運転中に、緊急時 ド ア解放システムが作動し て ド アが開いた場合、即時に遠
心機のス イ ッ チが切れ、ブ レーキな し で減速 し ます。

図 3.3  六角レ ン チを用いての、手動によ る ド ア ロ ッ クの開放

5 Emergency Access Plug(緊急ア ク セ ス プ ラ グ)を再度取付けます。

1. 緊急時ア ク セスプ ラグと緊急時に ド ア を開放するための
開口部の位置

1. ド ア ロ ッ クの手動開放
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第4章

手入れと保守

はじめに

こ のセ ク シ ョ ンでの対象に さ れていない メ ン テナン ス に関し ては、Beckman Coulterの
フ ィール ドサービス ま でご連絡く だ さ い。ユーザーか ら の メ ッ セージは第3章, ト ラブ
ルシューテ ィン グにて検討さ れてい ます。 ロ ー タ と その付属品に関する 説明は、該当
する ロ ー タ のマニ ュ アル と Chemical Resistances (耐化学薬品性) (出版物IN-175)を参照 し て
く だ さ い。

注 Beckman Coulterのフ ィ ール ドサービスによ る修理を依頼する前に、お客様の責任において
本装置およびロータや付属品の汚染除去作業を実行 し て くださ い。

警告

本装置のいずれかのカバー取 り 外 しが必要なメンテナンス手順は部品の露出
を伴い、感電や傷害の リ ス クが生 じ ます。電源ス イッチがオフ(O)であ り 、
幹線(電源)プ ラ グがコンセン トから外 さ れて本機が幹線電源から遮断さ れて
いる こ と を確認し た うえで、有資格のサービス技術者の当該サービス を依頼
し て く だ さ い。

アルコールその他の引火性物質を遠心機の中や操作区域で使用 し ないで く だ
さ い。

警告

怪我または身体汚染の危険があ り ます。整備、メンテナン ス、および故障点
検作業中に、身体を適切に保護する こ と を怠る と、装置内に残留する液体が
身体の傷害また汚染を引き起こす場合があ り ます。Beckman Coulterでは整
備、メンテナンス、および故障点検作業中を通 じ てバ リ ア保護、例えば適切
な安全メガネ、保護衣、手袋などを着用する こ と によ り 、装置内のク リ ー
ナー類、および/または残留液 と の接触を防止する こ と を推奨し ています。

遠心機、 ロ ー タ、お よび付属品は強度の機械的ス ト レス に さ ら さ れます。ユーザー自
身に よ る着実で徹底し た メ ン テナン ス に よ っ て遠心機の稼働寿命が延び、早期の故障
を回避する こ と がで き ます。

注 不適切な手入れが原因で腐食その他の損傷が生じた場合、製造元はいかなる保証ク レーム
に対する責任も引き受ける こ とはで き ません。Beckman Coulter, Inc. Microfuge 20遠心機の保
証を参照し て くださ い。
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メ ン テナン ス  
メンテナンス

予防 メ ン テナン ス

遠心機の性能維持 と 長寿命を確実にす る ためには、次の手順を定期的に実行する必要
があ り ます。

1 定期的に ロ ー タ チ ャ ンバー内部に残さ れたサンプル、ほこ り 、壊れたサンプル
チューブに よ るガラ ス粒子な ど を点検し て く だ さ い。 

a. こ れ ら の残渣は ロ ー タ が振動す る原因にな る ので、必要に応 じ て洗浄し ます(下
記洗浄参照)。

2 定期的に空気取 り 入れ口と排出ベン ト の障害物をチェ ッ ク し ます。 

a. ベン ト は障害物な く 正常に保っ て く だ さ い。

3 ロー タ が固着する こ と を防止す る ために、月に1回以上 と清掃時に毎回、Spinkoteで
ド ラ イブシ ャフ ト を潤滑し て く だ さ い。

洗浄

遠心機の寿命を延ばすために、頻繁に洗浄す る こ と が推奨さ れます。液体が こ ぼれた
場合はその都度清掃し 、腐食性物質や汚染物質が コ ン ポーネ ン ト の表面で乾燥する こ
と を防止し ます。

注 使用し よ う と する清浄法や汚染除去法が、 メ ーカーの推奨する方法 と異なる場合には、事
前に メ ーカーに問い合わせ、その方法が装置を損傷し ない こ と を確認 し て くださ い。

1 サンプル、ほこ り 、お よび/ま たは破損 し たサンプルチューブ由来のガラ ス粒子な
ど の蓄積を防止す る ために、 ク ロ ス ま たはペーパー タオルで こ ま めに拭き取 り 、
ロー タ チ ャ ンバー内部の清浄と乾燥を維持 し ます。

2 ド ラ イブシ ャフ ト 、シ ャフ ト の隙間、ねじ山、お よびタ イ ダウン用ねじ を最低で
も週に一度、Solution 555な ど のマ イ ル ド な洗剤と柔ら かいブラ シで洗浄し ます。 

a. 洗剤は水で希釈し ます(水と洗剤の比を10:1)。 

b. 十分に洗い流し 、完全に乾燥さ せます。 

c. ド ラ イブシ ャフ ト は乾燥後にSpinkoteで潤滑し ます。
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洗浄  4
3 ボウルは希釈し たSolution 555な どのマ イ ル ド な洗剤で洗浄し ます。

a.  十分に洗い流し 、完全に乾燥さ せます。 

b. Solution 555以外の洗浄液を使用す る場合はChemical Resistances (耐化学薬品性) 
(出版物IN-175)を参照す る か、その洗浄液のベン ダーに問い合わせ、溶液が遠心
機を損傷 し ない こ と を確認 し て く だ さ い。

4 遠心機のケース と ド アは、希釈し たSolution 555を使用 し て拭き と り 、清浄に保っ て
く だ さ い。洗剤は水で希釈し ます(水と洗剤の比を10:1)。アセ ト ンその他の溶剤は
使用 し ないで く だ さ い。

q 遠心機が毒性、放射性、その他の病原性物質で汚染さ れた場合、即時に適切な汚
染除去物質(汚染の タ イ プに応 じ た)を用いて ロ ー タ チ ャ ンバー内を洗浄し て く だ さ
い。

警告

怪我または身体汚染の危険があ り ます。整備、メンテナン ス、および故障点
検作業中に、身体を適切に保護する こ と を怠る と、装置内に残留する液体が
身体の傷害また汚染を引き起こす場合があ り ます。Beckman Coulterでは整
備、メンテナンス、および故障点検作業中を通 じ てバ リ ア保護、例えば適切
な安全メガネ、保護衣、手袋などを着用する こ と によ り 、装置内のク リ ー
ナー類、および/または残留液 と の接触を防止する こ と を推奨し ています。

q ロー タ 、バケッ ト 、あ る いは付属品類が腐食性の液体 と 接触し た場合、すぐに流
水で洗い流し て く だ さ い。ア ン グル ロ ー タ の孔は、試験官用ブラ シ を用いて洗浄
し ます。 ロ ー タ を逆さ ま に し て完全に乾燥さ せます。

q 週に一度、で き れば毎回使用ご と に遠心機外部の付属品を洗浄し て く だ さ い。ア
ダプ タ ー類は取 り 外 し て洗浄お よび乾燥する 必要があ り ます。

q ロー タ ま たは付属品が毒性、放射性、その他の病原性物質で汚染さ れた場合、即
時に適切な汚染除去物質(汚染の タ イ プに応 じ た)を用いてそれ ら を洗浄し て く だ さ
い。毒性、放射性、ま たは病原性の汚染の恐れがあ る場合はユーザー自身の安全
に対処する ために適 し た予防措置を講じ て く だ さ い。

q 付属品は柔ら かい布を用い る か約50°Cの乾燥チ ャ ンバー内で乾燥し て く だ さ い。

q プ ラ ス チ ッ ク のChemical Resistances (耐化学薬品性)は、洗浄液の温度に従っ て低下
し ます。溶剤、酸、ま たはアルカ リ 性溶液を使用 し た場合、プ ラ ス チ ッ ク製付属
品は徹底的な洗浄を行っ て く だ さ い。

q アル ミニウム製部品は特に腐食作用に敏感です。酸を含むか、ま たはアル ミニウ
ム部品の表面でアルカ リ 性を示す洗浄剤の使用は避けて く だ さ い。

q Microfuge 20R冷却ユニッ ト のみ：  六か月に一度、ベン ト箇所を吸引し て く だ さ い。
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汚染除去

遠心機 とその付属品ま たはそのいずれかが放射性ま たは病原性溶液で汚染さ れてい る
場合、適切な汚染除去手順を実施 し て く だ さ い。Chemical Resistances (耐化学薬品性) 
(IN-175)を参照し 、汚染除去手順が遠心機の部品に損傷を与えない よ う に し て く だ さ
い。

殺菌と消毒

本製品はウレタ ン塗装で仕上げ ら れてい ます。エ タ ノール(70%)を、 こ の表面に使用す
る こ と がで き ます。遠心機お よび付属品の材料に関する詳細な情報については
Chemical Resistances (耐化学薬品性)を参照し て く だ さ い。

注意

エ タ ノールには引火性の危険があ り ます。エ タ ノールは運転中の装置の近 く
では使用 し ないで く だ さ い。

Beckman Coulterは こ れ ら の方法が装置に損傷を及ぼ さ ない こ と を試験で確認 し てい ま
すが、殺菌や消毒については明示的ま たは黙示的ないかな る保証も 行い ません。殺菌
や消毒について懸念があ る場合は、適切な使用方法を貴施設の安全性担当責任者に相
談し て く だ さ い。

補完と移送

ス ト レージ

遠心機を長期にわた っ て保管す る場合は初期の輸送用コ ン テナーに戻し 、ほこ り と汚
れか ら 保護し て く だ さ い。輸送用発泡材(装置の設置時に取 り除いた も の)を再度チ ャ ン
バー内に挿入 し 、 ド ラ イブシ ャフ ト が発泡材の孔の中で安定する よ う に し て く だ さ い。
保管に要求さ れ る温度と湿度の条件は、第1章, 説明中の仕様に記載さ れてい る環境要
求事項に適合する 必要があ り ます。

本装置は、初期の梱包材中で最大1年間保管ずる こ と がで き ます。

 • 本装置は必ず乾燥し た室内で保管し て く だ さ い。

 • 室温が –20°C以下では保管で き ません。

 • 本装置を1年を超えて保管する か海外に輸送する 必要があ る場合、Beckman Coulter
カ ス タ マーサービス ま でご連絡く だ さ い。
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輸送に関する注意事項

 • 本装置を持ち上げ る際は、必ず本機側方の底部を使用 し て く だ さ い。

 • 適合するパッケージ、で き れば初期の梱包材を使用 し て く だ さ い。

 • 本装置の将来の輸送に備えて梱包材を残し ておいて く だ さ い。

本装置の返還

何ら かの理由で遠心機ま たは付属品を返却す る場合、事前にBeckman Coulter, Inc.の了解
を得 る必要があ り ます。最寄り のBeckman Coulter, Inc.オフ ィ ス に連絡し 、許可フォーム
を取得 し 、梱包と輸送についての指示に従っ て く だ さ い。

当社社員の保護のため、すべての部品が病原性物質と放射性物資ま たはそのいずれか
に よ る汚染か ら免れている こ とが、お客様の責任において保証されている必要があ り
ます。部品の返却前に消毒と汚染除去を実施する必要があ り ます。

すべての部品はケースの外側に明瞭に認視できる署名付きの確認書を貼付 し 、それに
は当該部品が安全に取り扱 う こ とができ、病原性物質または放射性物質で汚染されて
いないこ とが明記されていなければな り ません。 この確認書がない場合は報告された
問題を検討するこ とな く当該物件を発送者に返却するかまたは破棄します。

消耗品の一覧

部品、消耗品、および出版物に関する情報は、www.beckmancoulter.comにアク セスし て
く ださい。ご参考までに一部を下記に掲載します。

ロータに必要な材料と消耗品については、該当するロータのマニュアルを参照し て く
ださい。

交換部品

説明 製品番号

ロータ用タイダウンねじ B31102

T型レンチ 361371

六角レンチ B33985
B30167AF   4-5
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手入れと保守
消耗品の一覧  
その他

注 MSDS情報に関してはBeckman Coulterのウェブサイ トwww.beckmancoulter.comをご覧 く ださ
い。

説明 製品番号

Spinkote潤滑油（2オンス） 306812

シリ コン真空グリース（1オ
ンス）

335148

Solution 555（約946cc） 339555
B30167AF   4-6
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付録A

設置

はじめに

本章では遠心機の設置と接続の手順について説明し ます。必要な空間のゆと り と 電源
が得られるかをチェ ッ ク してください。

警告

怪我をする恐れがあります。遠心機1台は13 kg/29 lb(非冷却モデル)または32 
kg/71 lb(冷却モデル)の重量があります遠心機1台を持ち上げたり移動させた
りする場合は必ず持ち上げ装置か他の人の助力を得て行っ て く ださい。

本装置の設置

警告

火災のリ ス ク。引火性試薬や可燃性液体の近 く に遠心機を置かないで く ださ
い。これらの物質から発生する蒸気が遠心機の空冷系統に入り、モー タ ーに
よ っ て発火する可能性があります。

警告

 遠心機の稼働中は、装置の全周囲に30 cm (12 インチ)のゆと り空間(ク リアラ
ンス)を確保して く ださい。遠心機の動作中は、だれもこのク リアランスの
境界内に立入ることはできません。遠心機の全周囲30 cm(12 インチ)の領域
内で危険物質を取り扱ったり保管したり してはなりません。

設置前に検討すべき事柄

 • 遠心機は閉じ られ乾燥した室内以外では作動させないで く ださい。

 • 遠心機に供給されるすべてのエネルギーは熱に変換され、周囲の空気に放出され
ます。

 • 十分な換気を確保し て く ださい。

 • 遠心機のベン トがすべて万全に機能し続けるよ うに、装置の全周囲に30 cm以上の
ゆと り を回らせて く ださい。

 • 遠心機に熱的ス ト レスを与えないで く ださい。例えば、発熱源の近くに遠心機を
設置し ないで く ださい。

 • 直射日光(UV放射)を受ける場所に遠心機を設置し ないで く ださい。

 • 遠心機を設置するテーブルやベンチは堅固で安定し 、平坦な表面を持つものでな
ければな り ません。
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設置
本装置の設置  
 • 遠心機を低温の部屋か らよ り温度の高い部屋に移動させた際に、装置内部に凝結
が生 じる場合があ り ます。遠心機を再び使用する前に、24時間以上をかけて乾燥さ
せる こ とが重要です。

遠心機の設置方法

1 遠心機は段ボールの箱で出荷されます。簡単に取り出すには箱の上蓋と装置上部
の発泡充填材を取り除いてか ら 、箱側面の上側を取り外 し て脇に置きます。 

a. 次に、だれかに手伝ってもらい、装置を最終的な位置に移動します。

 • (上に装置の重量に関する警告が書かれています。)

2 堅固なテーブルやラボベンチな どの装置の重量を支え振動に耐える平坦な面上に
遠心機を置きます。 

 • 重量に関し ては、第1章のMicrofuge 20非冷却モデルの仕様またはMicrofuge 20R冷
却式モデルの仕様を参照し て く ださい。

a. 遠心機の前側の両脚が、完全にテーブル上で支えられている こ とを確認し て く
ださい。

b. 遠心機は熱を放散できるよ うに、十分に換気されている場所に設置し て く ださ
い。 

c. 遠心機の全周囲に十分な空気循環が行われるよ うに、30 cm (12インチ)のク リア
ランスがあるかをチェ ッ ク し て く ださい。 

各部の寸法は図 A.1または図 A.2に記載されています。

遠心機には十分な換気を行い、動作中に発生する蒸気に関する各自治体の規準
を遵守する必要があ り ます。

周囲の温度範囲についてはMicrofuge 20R冷却式モデルの仕様およびMicrofuge 20
非冷却モデルの仕様を参照し て く ださい。

注 温度が変化する場所間での移送中には、装置内部に凝結が生じる場合があ り ます。
遠心機を稼働させる前に十分な乾燥時間を確保して く ださい。
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電気仕様  A
電気仕様

本装置の電気仕様については、第1章のMicrofuge 20非冷却モデルの仕様または
Microfuge 20R冷却式モデルの仕様を参照し て く ださい。

本装置の背面に付いている定格銘板に刻印されている電圧および周波数は、使用する
線間電圧と周波数に一致し ている こ とを確認し て く ださい。周波数[Hz]が定格銘板に
適合し ない場合、冷却が正常に機能しません。遠心機の電源コードの両端を差し込み
ます。電圧について疑問があれば、ド ラ イブの稼動状態における電圧を有資格の技師
に測定し ても ら います。

接地付きプラグが接続されたA 1.8-m(6フ ィー ト )電源コードが本装置に付属し ています。
適合する壁コンセン トが本機の近くにあ り、容易に近づける こ と 確認し て下さい。

注 電源プ ラグは電源の遮断装置と しての機能も持ちます。従って容易にアクセス可能でなけ
ればな り ません。

図 A.1  非冷却遠心分離機各部の寸法
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電気仕様  
図 A.2  冷却遠心分離機各部の寸法

警告

感電の危険性を低減するため、本装置は三線式の電源コード と3Pプラグに
よ っ て接続、接地されます。この安全機能を保持するには以下の点に注意し
て く ださい。

 • 壁コンセン トが正し く配線され接地処理されていることを確認します。
線間電圧が本装置に貼付された定格銘板の示す電圧に一致するかを
チェ ッ クします。

 • 三線を二線に変換するアダプタの使用は厳禁です。

 • 二線の延長コードや、複数の二線コンセン トの付いた接地処理されてい
ない延長コードなどは絶対に使用しないで く ださい。
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動作試験  A
動作試験

注 ド アを開ける状態にする前に装置の電源を接続し、電源ス イ ッチをオンの位置(I)にしてお
きます。

ベッ クマン・コールターでは、配送後の装置が適切な動作条件にある こ とを確認する
ために動作試験を行 う こ とを推奨し ています。本装置の操作方法については第2章, 操
作をご覧 く ださい。

動作試験の完了後にwww.beckmancoulter.comにログインし 、遠心機を登録し て く ださ
い。登録する こ とで本装置の保証を有効にし 、新規付属品および/または変更に関する
詳し い情報を利用可能にな り次第、入手できるよ うにな り ます。
B30167AF   A-5
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Beckman Coulter, Inc.
Microfuge 20遠心機の保証

以下に記す例外 と 条件を前提 と し て、Beckman Coulter, Inc.は、当社ま たは当社の認定す る販売代
理店が最初の購入者に対 し てMicrofuge 20シ リ ーズ遠心機（本製品）を納入 し た日 よ り 2年以内
に、本製品の材質お よ び仕上が り に欠陥が発生 し た場合、独自の判断に よ り 、製品を修理ま た
は交換す る こ と に よ っ て欠陥を修正す る こ と に同意 し ます。但 し それは、当社の調査や検証に
よ っ て、同欠陥が通常の正 し い使用状況の も と で発生 し た こ と が明 ら かに さ れた場合に限 り ま
す。

コ ン ポーネ ン ト ま たは付属品の中には、性質上1年以上機能 し ない も のや機能す る と 意図 さ れて
いない も のがあ り ます。その よ う な コ ン ポーネ ン ト と 付属品の一覧は製造元お よ び
Beckman Coulter営業所で管理 さ れてい ます。本保証の下で販売 さ れた製品に適用 さ れ る一覧 も 本
保証の部分 と みな さ れます。その よ う な コ ン ポーネ ン ト や付属品が適切な期間を通 じ て適切に
機能 し ない場合、当社は独自の判断に よ り 、同 コ ン ポーネ ン ト や付属品を修理ま たは交換 し ま
す。適切な期間 と 適切な機能の定義はひ と えに当社が判断 し ます。

交換
製品に欠陥があ る と 購入者が主張す る場合は、当社の要請に応 じ て購入者が送料負担の上、製
造工場に製品を返送す る必要があ り ます。製造工場か ら 購入者への返送料は、製品に欠陥があ
る と 判明 し ない限 り 購入者の着払い と し ます。製品に欠陥があ る と 判明 し た場合は当社がすべ
ての返送料を負担 し ます。

条件
本書の対象 と す る製品が、当社に よ っ て公認 さ れたサービ ス技師以外に よ り 修理、改造 さ れた
場合、明示的、黙示的にかかわ ら ずすべての保証におけ る義務か ら 当社は免除 さ れ る も の と し
ます。但 し 、当社がその よ う な修理を小規模だ と 判断 し た場合、ま たは新 し いBeckman Coulter
製プ ラ グ イ ン コ ン ポーネ ン ト を同製品に取 り 付け る と い う 改造作業に過ぎない場合はその限 り
ではあ り ません。

免責条項
上記の保証がすべての適合性保証 と 商品適格性の保証に と っ て代わ る も のであ り 、
BECKMAN COULTER, INC. と そのサプ ラ イ ヤーの何れ も 、本製品の製造元、使用、販売、取扱い、
修理、 メ ン テナン ス、あ る いは交換のいずれに起因す る も のであれ、特殊な、ま たは結果的に
生 じ る いかな る 損害に対 し て も 責任を負わない こ と が明示的に合意 さ れ る も の と し ます。
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English   /   Deutsch   /   Español   / Français   /   Italiano   /   Portugués   /   Русский   /   中文   /   日本語   /   한국어

Symbol

Symbol

Simbolo

Symbole

Simbolo

Simbole

символ

符号

記号

상징

Title  /  Titel  /  Titulo  /  Titre  /  Titolo  /  Titulo  /  Название  /  标题  /  タイトル  /  제목

Dangerous voltage

Gefährliche electrische Spannung

Voltaje peligroso

Courant haute tension

Pericolo: alta tensione

Tensão perigosa
Опасное напряжение тока

危险电压
危険な電圧
위험한 전압

Caution, consult accompanying documents

Vorsicht, konsultieren Begleitdokumente

Atención, consulta documentos adjuntos

Attention, consultent des documents d'accompagnement

Attenzione, consulta i documenti di accompagnamento

Cuidado, ulta documentos adjuntos

Внимание, советует с сопроводительными 

документами

注意, 咨询附属单证

注意, 伴う文書に相談しなさい

주의, 동반 문서를 상담하십시오

Biohazard

Potentiell infektiösem Material

Riesgo biológico

Risque biologiqu

Pericolo biologico

Material infeccioso potencial

биологической опасности

可能的传染性物
潜在的な感染性物質
전염하는 물자

On (power)

Ein (Netzverbindung)

Encendido

Marche (mise sous tension)

Acceso (sotto tensione)

Fora (o poder)

На (мощности)

开 （电源）
ン （電源）
에 (힘)

Off (power)

Aus (Netzverbindung)

Apagado

Arrêt (mise sous tension)

Spento (fuori tensione)

Fora de (poder)

С (сила)
（电源）
ン （電源）
떨어져 (힘)

Protective earth (ground)

Schutzleiteranschluß

Puesta a tierra de protección

Liaison à la terre

Collegamento di protezione a terra

Terra de proteção (terra)

Защитное заземление (земля)

保护接地
保護アース （接地）
방어적인 지구 (지상)

Earth (ground)

Erde (Masse)

La tierra (suelo)

Terre (sol)

Scarica a terra

Terra

Земли 

接地
アース （接地）
지구 (지상)

Manufacturer

Hersteller

Fabricante

Fabricant

Fabbricante

Fabricante

производитель

制造商
メーカー
제조자

Consult Instructions for Use

Konsultieren Sie Anwendungsvorschriften

Consulte las instrucciones para el uso

Consultez les instructions pour l'usage

Consulti le istruzioni per uso

Consulte instruções para o uso

Советуйте с инструкциями для пользы

咨询使用说明书
使用説明に相談しなさい
사용 설명을 상담하십시오
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